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感情領域の疾患に・・

プJJJぷヲU6タル
特長

①感情領域の改善に俊れ、自 t11 ・ l~lTht'l:欠如lを主症状とする粕fijr
疾患の精神レベルを高拐させる。

②幻覚・妄想などの異常体験を迷かにiiJ'返させる。

@過度の精神抑制状態を起こすことなく、静穏効果がiEられる。

包 装 50"'9銭 100総・ 500錠・ 1000錠 10%飲 500l' 

健保薬価 1錠 38.50円 1 '1 77.10月

任予三ご11生三合JZ
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断眠の神経化学的研究

一一脳内モノアミン代謝を中心に一一

土 屋 健

(東京医科歯科大学神経精神医学教室〕

Skinner boxによる回避行動を応用することにより全睡眠を遮断する方法を考案し， 24時間

に亘る断眠実験を行なった。このほかにプーノレ法によって逆説睡眠のみを遮断する実験を96時

間にわたり動物に課した。全睡眠を 24時間遮断すると 5-hydroxytriptamine，norepinephrine 

の両物質ともに間脳で有意な減少を示し，断眠終了後30分間眠らせると 5-hydroxytryptami ne 

は間脳および中脳以下の部位で対照をはるかに上まわる増加をみせたが nor巴pinephrineには

大きな変化はなかった。一方，逆説睡眠のみを96時間遮断すると間脳および中脳以下の部位で

norepinephrineは減少し 5-hydroxytryptamineは変化をみなかった。これらの断眠時の脳内

モノアミンの量的変化は徐波睡眠に 5-hydroxytryptamineが，逆説睡眠には norepinephrine 

が関与するとし、う従来の仮説を支持することを考察した。

序

従来の睡眠研究において対象となった化学物質は枚挙

にいとまがない程で，たとえば， Ca++， Mg++などの電

解質，各種アミノ酸，乳酸， ammOla， 低級脂肪酸， そ

していわゆる化学伝達物質とされる acetylcholine， r-
aminobutyric acid， norepinephrine (NE)， 5-hydroxy-

tryptamine (5-HT)などがある。ことに， MATSUMOTO 

et JouvET(1964)により徐波睡眠が悩内NEと，逆説睡

眠が脳内 5-HTと関係のあることが示されてより， 睡

眠機構における脳内モノアミン代謝の役割に一段と関心

がもたれるようになった。

一方，これらの化学物質の変化を追う研究方法も種々

で，そのうち古くから行なわれてL、る代表的な方法に断

眠を研究手段に用いるものがおる。断眠実験には全睡眠

を遮断する方法と選択的に一定の睡眠相のみを遮断する

方法とがあるが，後者は逆説睡眠相の存在が発見されて

よりとくに活発に行なわれるようになったo逆説睡眠を

(受付:1969. 10. 1) 

大きさの台をおき，その上に被検動物をおくとL、う方法

(プーノレ法)が用いられるCJOUVETet al， 1964; Bow-

ERS et al， 1966)。一方，前者の完全断眠を目的とした

実験は今日でも散見されるが，古典的研究に多く見出さ

れる。これらにおいて対象とされた動物はイヌ，ネコと

いった比軽的大きい動物が多く，小動物をとり扱った実

験はほとんど見当らなL、。

著者は Skinnerboxを利沼することにより， 長時間

学習ラットの全睡眠を遮断することができることを確認

した。本実験ではこの Skinnerbox を用いた全睡眠の

遮断実験と，先に述べたプーノレ法による逆説睡眠の遮断

実験との 2種類の断眠方法を用い，徐波睡眠，逆説睡眠

各々の機構に脳内モノアミンがどのように関与している

かを検討した。

実験方法

1) 断眠の方法

i)全睡眠を完全に遮断するために Skinnerbox 

選択的に遮断するためには， しばしば，水漕中に一定の (Grason -Stadler)による回避行動に習熟している動物

Neurochemical studies on sleep deprivation一一-with

reference to the brain monoamine metabolism一一一

Kenji TSUCHlY A: Department of Neuro.ρsychiatry. 
School of Medicine， Tokyo Medical and Dental 

Universiり，Tokyo， Jaρan. 

(200~300 g， Wister系 albinorat 古〉に Sidmanavoi-

dance schedule (1953) (shock-shock interval 20 sec， 

response-shock interval 40 sec， shock duration time 1 

sec， shock intensity 1 mA)を長時間に亘り課し断眠状

態をつくった(土屋ら， 1968;融， 1969; TSUCHlY A et 

al， 1969)。実験は午前9時に開始し，給餌給水のため 4
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土屋健二

時間々隔に15分間の休憩をおいた。しかしこの間動物が

入眠しないように注意をはらった。動物のこの断眠状態

は，自記的に記録される学習行動の量的変化と，慢性に

電極を植えこんで持続的に記録した脳波記録とにより確

かめた。

脳波の記録にあたっては十分回避行動に習熟している

動物の前頭部，後頭部の 2カ所に nembutal 麻酔下で

screw EEG electrodeを植えこむと同時に筋電図の記録

のため項部に針をさしこんだ。このような処置を行なっ

た後も動物は学習行動に習熟しており 2週間後に回避

行動による断眠実験を行なった。脳波は 4素子脳波計を

用い，単極および双極誘導で記録した。

iD次にプーノレ法 CJOUVETet al， 1964; BOWERS et 

al， 1966)による断眠実験を行なった。動物を水面より約

1cmの高さにある 5cm平方の台の上におき，国型餌を

上方に吊ったかごから自由に摂取できるようにした。こ

のような条件のもとで96時間に亘り断眠実験を動物に課

した。

2) 脳内物質の測定方法

全睡眠遮断の脳内物質の測定には回避行動の開始後10

時間目， 24時間目および24時間断眠終了後30分間入眠さ

せた時点を測定点として選んだ。プーノレ法による断眠実

験では96時間目に測定した。動物脳を telencephalon

(TE)， diencephalon (DE)， mesencephalon十pons+me-

dulla oblongata (MPM) の3部位に分割し，各部位の

5-HT， NEおよび 5-hydroxytryptophandecarboxylase 

(5-HTP-D)を測定した。

NEの測定は near-freezing法 (TAKAHASHIet al， 

1964)を一部変え，動物を液体窒素中に 7秒間漬け，断

頭後，冷凍室(1~ 4 'C)内におかれた砕氷上で脳を上記

3部位に分割して後ただちに液体窒素下で磨砕し， 0.01 

NHClで抽出し， SHORE and OLIN (1958)の方法に従い

鐙光的に定量した。 5-HT，5-HTP-Dの測定にあたっ

ては液体窒素を用いることなく，動物を断頭した後，冷

凍室の砕氷上で脳を分割し， 5-HTは SNYDER(1965) 

の方法により定量し， 5-HTP-D の測定は APRISON

(1964)の方法に従った。

実験結果

まずこの実験条件下で被検動物が回避行動をどのくら

いの時間続けることができるかを検討するために， 5匹

のラットを用いて，各々 2回づっ 2過間以上の間隔をお

いて回避行動による断眠実験を行なったが，少くとも30

時間に学習しつつ'けることが明らかになった(土屋ら，

1968)。また学習Lつづける動物の皮質脳波を 24時間に

亘り記録した結果，この条件下では動物は徐波睡眠およ

び逆説睡眠にはし、ることがないことを確認した。さらに

24時閣の断眠終了後についてみると，動物は断眠終了直

後は入眠せず， しばらくは俳個しつづけるが，やがてケ

ージの隅にうずくまり脳波に徐波を示すようになる。し

かし逆説睡眠パターンは眠りはじめてから約90分聞は出

現せず，その後は頻繁に認められた。

函1は回避行動による24時間の断眠実験で脳内物質の

測定に供せられた15匹のラットの行動量の変化を図示し

たものである。断眠実験開始時の行動数を 100%とし

その後の10時間および24時間目の行動変化をパーセント

で示してある。この図から，断眠10時間目で行動数がや

や増し， 24時間日では減少してきているが，被検動物は

まだ十分に回避行動を行なっていることがわかるo

ぷ
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図 1

回避行動による断眠の結果は，表lにみるように，

NEと 5-HTはともに10時間目では変化しないが， 24 

時間目の時点では変化を示している。とくに間脳で有意

に減少していることが注目される。しかし 5-HTP-Dに

は変化がみられなかった。っき子こ24時間の回避行動によ

る断眠実験終了後30分間の睡眠を与えた動物の脳内 NE

の変化をみると，断眠24時間目では減少傾向をみせてい

た中脳以下の部位は対照と同じレベノレにまで回復し，終

脳ではやや対照を上まわるようになる。しかし断眠24時

間目で有意な減少をみせている閲脳の部位ではまだ十分

回復せずなお減少傾向を示している。一方， 5-HTの変

化は30分間眠らせると間脳 (p<O.Ol)および中脳以下の

部位(p<0.05)で対照を上まわる値を示した。

これと並んで行なったプーノレ法による96時間断眠の結

果は，表1にみるように， 5-HTの変化は脳の各部位で

認められないが， NEは閲脳および中脳以下の部位で有

意に減少している(ともに p<O.Olで有意差がある〉。

表2は2種類の断眠時にみられる体重の変化，副腎お

よび胸腺の重量を対照群と比較したものである。回避行

-176一



断日民の神経化学的研究

表 1 E百ectof Sleep Deprivation on Brain Monoamines (Mean:tS.D.) in Rats 

TE DE |MPM  

一一←ー
Control 2.90:t O. 24(5) 7.24土0.59(5) 3.90士0.35(5)

一一一一一一一

Total 2.85(2) 6. 16(2) 3. 16(2) 

NE (mμM/g) sleep 24hr 3.02土0.30(4) 5.74士0.94叱4) 3.25土0.53(4)

depr. Sleept 3. 26:t0. 30(3) 5. 79土1.42(3) 3.90土1.13(3) 

一一一 Para-sleepdepr. 96hr. 1 2. 8日 24ω1 4.7山 4代 4)I 32山 18叩〕

示 J-;竺竺O(竺己竺士竺竺」三竺O.73ω 
Total I 10hr. I 2.30ω1  3.03(2) I 3.26(2) 

5HT (mμM/g) ! sleep I 24hr. : 2. 29:t0. 33(5) I 2.03土0.64料 (5)! 3.61土1.20(6) 

I de戸 i SI田pI2.66士0則) 4.07土0.2代 4)I 4.66士0.4附〉

Para-sleep depr. 96hr. 2.51土0.33ω I 3必土0.69(4) I 3.68:t0.37ω 

5-HTP-D 
(5HT m州 g
tissue/hi- -) Sleep 

depr 

Control 

日
290:t30( 4) 500:t110(4) 460土60(4)

300士10(3) 530士10(3) 490士40(3)

t : 30 min-sleep was allowed after 24-hour sleep deprivation 

( ): Number of am;nals 

* Pく0.05.料 P<O.Ol

動による断眠群は体重の減少がプーノレ法より著明でゐり

(p<O.05).副腎の重量は両断眠法とも増加している。

胸腺の重量は両法で減少傾向にあるが， プーノレ法におい

ては有意差がみられる(p<O.05)。

表2

[~ B晶口d均yW剖叫g凶州ht同t! Adrenal 
(%) - Gt::~dl<tl Thym山

Control -5土4(9)I 35士3(5) い346土55(3)
24 hr-Sleeo . ?~， ~Iψ占J
depr ccY1-10土仰)*152:t9(9)***1 3山蝋4)

96 hr-Para- _ . ~?"' IψJ  
Sleep deprl7土2(5)I 43:t 4( 4)料加土58(4)* 

( ) Number of animals 

* P<O.05 料 P<0.02 *判 P<O.Ol

考察

以上の 2種類の断眠実験の際に認められた副腎，胸腺

などの変化は長期間の強制不眠実験(二階堂. 1961)時

のストレス状態と両方向のものである。このため断眠実

験で得られた脳内モノアミンの変動を睡眠機構と結びつ

けて考える前に身体的ストレスによる影響を考慮しなけ

ればならない。 BARCHASら(1963)は被検動物にラット

を用い. treadwheelを使って運動させたり，水温を変え

ながら遊泳させるといった方法で疲労を与えるような生

理的ストレスを課し，その際の脳内モノアミンの反応を

-177 

調べ. 5-HTは上昇し， NEは減少することを報告して

いる。被検動物の四肢にストレスとして通電刺激を与え

る実験では NEは減少するが， 5-HTの変化はみられ

ないとL、う報告 (MAYNERTet al. 1964; BLISS et a1， 

(1966)もあるが，一方， THIERRYら(1968)は通電刺激

でラット脳の 5-HTは上昇しその際， 5-HTの合成

が利用よりも上まわっていることを実験的に示した。

これらの報告から，動物の四肢への通電刺激またはそ

のほかの生理的ストレスで、は主に脳内 NEの減少をまね

くことが特徴的であり，脳内5-HTは不変かまたは増加

し，少くともストレスで脳内 5-HTが減少することは

ないということが結論されよう。

2種類の断眠実験の結果のうち脳内 NEの減少はスト

レスによって起る変化と方向を同じくしているが， 5-H 

Tの変化は回避行動による断眠実験では減少を示しこ

れはストレスにより起り得ると考えられる変化とは逆の

方向にある。その上，回避行動による断眠実験に用いた

通電刺激は 1mAで，ストレス実験 (MAYNERTet al， 

1964; BLISS et al， 1966)で用いられている 4mA以上

のものと比軽するとはるかに弱いこと，さらに使われた

被倹動物は既に十分回避行動に習熟しており， 24時間目

でもなお回避行動を続けていたことなどの条件を考慮す

ると，断眠実験で得た脳内モノアミンの変化の結果をス

トレスによるものとするよりも，睡眠機構の問題と結び

つけて考える方が妥当であると思われる。



土屋健三

睡眠と脳内モノアミンとの関係については近年，比較 から，それまで抑制されていた tryptophanhydroxylase 

的数多く報告されはじめている。 MATSUMOTO巴tJou- 活性の増加が誘発され，脳内5-HTの増加をもたらし，

VET (1964)は慢性電極を植えこんだネコを用い 5-HT その結果として徐波睡眠で占められる睡眠が生じたもの

が徐波睡眠に， NEが逆説睡眠に関与していることを示 と考えられる。 このように tryptophanhydroxylase活

した。 さらに MATSUMOTOら(1967)は adrenergic 性の変化を中心に全睡眠を遮断する断眠実験の結果を説

blocking agentの投与により逆説睡眠が減少することを 明することができょう。このほかに，断眠状態では脳内

報告し NEと逆説睡眠との関係を示した。プール法を 5-HTの合成，利用がともに高まり，関連酵素活性がす

使つての断眠実験では，断眠実験を終えて逆説睡眠の多 べて高まるということも考えられるが，このように考え

くなる 5時間目の時点でNEの turnoverが増すという た場合，断眠を終え，動物が入眠した際にみられる急激な

報告 (PUJOLet al， 1968)もみられる。また最近，脳内 脳内5-HTの増加が説明しにくくなる。また利用だけが

の 5-HTを選択的に減少させるといわれる parachlo・ 高まり，合成系酵素には変化をきたさないというみ方も

rophenylalanine(KoE et al， 1966; 1968)を用いると， 可能である。しかしこれらのいずれをとるべきかはこの

徐波睡眠が減少することを指摘している報告 (KOELLA 研究では十分明らかにすることはできず，例えば 5-hy-

et al， 1968; WEITZMAN et al， 1968)もみられる。 droxyindoleacetic acidの測定など今後に問題を残して

ここに報告した回避行動による断眠実験では下位脳で いる。

一旦減少した 5-HTは被検動物を眠らせると急激に増 一方，逆説睡眠のみを遮断するプーノレ法による断眠実

加するが， NE は 5-HTほどの変化を示さなL、。この 験ではNEの変化のみがみられ， 5-HTの動きはみられ

5-HTとNEとの変動の違いは， 断眠終了後30分間の なかった。プーノレ法の断眠実験で実際に脳内のNEを測

睡眠中逆説睡眠の出現はみられず，ほとんど徐波睡眠パ 定した PUJOLら(1968)は91時間にわたった断眠実験で

ターンで占められていたという事実と関係があると思わ も量的に変化をみていない。彼等はラット脳を，終脳十

れる。 間脳，脳幹+中脳，の 2つの部位にわけているが，終脳

これらの 5-HTの動きの説明として，一定時間以上の と関脳とを一緒にすると間脳の変化が終脳のためにおお

覚醒状態が強いられると，脳内5-HTの利用が高まると L 、かくされてしまう危険が為る。しかし脳幹十中脳の部

共に，ある程度の合成素酵素活性の抑制]が生じ，その結 位でも NEの量が不変であったことは明らかにこの研究

呆脳内5-HTの量が減少したと考えることもできる。こ で得られた結果との速いを示している。この違いが96時

め研究では5-HT合成酵素の一つである 5-HTP-Dに変 聞と91時間という僅かな断眠時間の差によるものなのか

化がみられなかったので，その前の段階に働く trypto- またはほかの原因によるものなのかどうかという点につ

phan hydroxylase活性の低下があった可能性がある。 いては明らかにしえない。

一方， tryptophan hydroxylase活性を抑制する para この 2種類の断眠実験で得た今回の結果は徐波睡眠と

chlorophenylalanineを使って脳内 5-HTを選択的に減 逆説睡眠の調節機構の機能が中枢において，それぞれ分

少させると，徐波睡眠が著しく減少することは徐波睡眠 離して営まれており，その生化学的機序についてはなお

の発現には脳内に一定量以上の5-HTが必要とされるこ 多くの疑点を残すとはいえ，前者の睡眠機構に5-HTが，

とを意味するものと思われる。このことはMATSUMOTO 後者の睡眠機構にはNEが関連していることが推論され

et JOUVET (1964)の仕事からもうなずけるが，断睡に るものである。

より脳内 5-HTが減少することと，脳内 5-HTを減少 稿を終るに当り，御指導と御校閲をいただいた島菌安

させることにより徐波睡眠が減少するととの聞の関係を 雄教授に感謝いたします。また直接御指導をいただいた

いかに考えるべきであろうか。前者の場合は睡眠を遮断 高橋良，融道男，小林障佳の諸先生および本研究に協力

し覚醒状態を維持するという条件が脳内物質の変化をつ していただいた福沢等先生ならびに神経化学研究室の諸

くっており，後者では脳内物質の変化が睡眠の減少をお 兄姉に厚く謝意を表します。

こしたとみられるが， しかし両者は覚醒と脳内5-HTの (本論文の要旨は第11同日本神経化学会で
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〔学会抄録〕

第11回日本神経化学会口演要旨E
一般演題 (24~43)

24. ラッ卜脳各部位からの同時抽出による Norepi-

nephrine， Dopamine， Serotoninの微量定量

仮屋哲彦(東医歯大・医・神経〕

N.H. Aprison Cインディアナ大〕

同一脳組織から norepmer出rine CNE)， dopamine 

CDA)， serotonin C 5 HT)および acetylcholineCAch) 

を同時抽出できる可能性を考えて， NE， DA， 5HTの

微量が研究された。

脳中 NE，DA. 5HTが 1Nギ酸と acetoneの種々

なる混合比で抽出され3その結果，脳 Achを正確に抽出

するところの15(85CVol./V01.)の混合比において， NE， 

DA， 5HTが Flemingがアミンの定量に用いた 5(95

CVol./Vol.)におけると同様に抽出定量できる事を認め

たので，ラット脳部位別の NE，DA. 5HTの定量に用

L 、f、こ。

抽出液はp 窒素ガスを通して温浴上で乾燥し， 0.01N-

HClで飽和された butanol で再抽出し heptane を加

える事により水層Cbutanol中のO.OlN-HCl)に移行した

アミンはイオン交換樹脂CAmberl山 CG50)により分離

された。 1NHClで浴出した後， 5HTは直接に蛍光

定量に供した。 NEとDAa田ayの場合には，サンフ。ノレ

および tissueblank共，その溶出液の一定量を真空乾

燥遠沈により乾燥し， 73量のO.OOlN-HClを加えて溶か

し蛍光定量に供した。鐙光定量に際しては，各種蛍光定

量を検討しアスコノレピン酸の使用を避け妥当と思われる

各種定量法の microadaptationおよびmodificationを行

い，盲検値にも考慮をはらった。

上記量法を用いてラット脳の telencephalon，dience-

phalon+mesencephalon， pons十medulla oblongata， 

cerebellumから NE，DA， 5HTを同時抽出し，微量定

量を行った。さらにこの定量の sensitivityを盛光定量

に際しての Csample reading-blank reading)(Cblank 

reading)の値を用いて検討を加えた。

質問・小林揮佳(松沢病院)

NE定量について，次の 2つのことについてご教示願

いたい。

昭和43年10月18，19日

於:京都会館会議場

1) Recovery 57%で， DAの86%，5HTの84%に比

較して惑いように思えるが，その理由。

2) 演者の指摘にもあるように，アスコノレピン酸を用

いる NEの定量の場合，盲検値が不安定になり易いよう

に思える。この点について演者のご意見を。

答え:

1) Norepinephrineの Recoveryについては， Ext-

ractlonの step，カラムの step，乾燥濃縮後溶解の step

などについて，もう少し検討を加えたいと思います。

2) カテコーノレアミンの鐙光定量に際し、アスコノレピ

ン酸を使用すると不安定な高い盲検値を生ずる事は，

H瓦ggendalの報告や私共の実験から明らかです。最近

Weil-Malherbeも，アスコノレピン酸自身が鐙光物質を

生ずる可能性を指摘しており，私はアスコノレピン酸の使

用を避け alkalinesul五teを用いる事がよいと思います。

質問・永津俊治(愛知学院大・歯・生化〕

ドーノミミン， ノノレエピネプリンの鐙光測定では，演者

の成績に示されたように， ferricyanide-ascorbate法より

もヨード酸化法の方がはるかに安定な蛍光値が得られる

が，ヨード法では反応の聞の光条件で蛍光強度がかなり

影響をうける。従って，ヨード法では，光照射をする方

が一定の成績が得られると考えているが，演者の御意見

は。

答え:おっしゃられたとおり，光の影響は重要と考え

ます。私共の実験でも，この点にも注意をはらい，常に

光源より一定距離にある机上の一定場所にしるしをつ

け，そのわくの中で蛍光定量を行いました。又，ヨード

法における光照射については，アスコルビン酸の使用を

避け，ヨードによる oxidationの後， alkaline sul五teを

用い，最終的に酪酸による acidificationを行う事によ

り安定ある値が得られるので， ノノレエピネプリンの場

合，普通の光源であれば，特別の光照射をしないでよい

と思います。但しゅ ドーパミンの場合には，光照射の代

りに蛍光 developmentの後， 5分間沸とう水中におく
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事でより安定した値が得られました。

質問:出口武夫(京大・医・精神〕

セロトニンの定量の場合， blankとして reagentblank 

を用いておられるが， tissue blankについて検討された

かどうか。また， 5-HTの tissueblank として uv
照射， H，02処置をする人があるが， その妥当性はどう

でしょうか。

答え:

norepinephrine， dopamineについて tissueblank を

用いた結果からも， serotolllll についても tissueblank 

の必要を感じておりましたが，この実験を行っていた時

点において適当な serotoninの tissueblankがありませ

んでしたので reagentblankを用いました。最近 Anden

らは uv照射， Potassium ferricyanide使用による se
rotonmの tissueblan~{ を報告しており，大変興味があ

ります。これは特に purificationが不十分なサンフ。ノレの

場合には重要と思います。

25. a， 脳セ口卜ニン生合成に関する研究 (2)一神経

末端穎粒分画へのトリブトファンの取り込みとそ

のセロト二ン生合成における意義について

藤沢仁，市山新，奥野幸子，早石修

(京大・医・医化〉

近年，日甫乳動物悩幹部の神経終未頼粒分画に Tryptop-

han水酸化酵素および 5-Hydroxyアtryptophan(5 HTP) 

の脱炭酸酵素の活性が見出され，この頼粒の Serotonin

合成部位としての役割が明らかになってきた。今回われ

われは穎栓分画における Serotoninの合成機構を頼粒の

構造或は Serotoninの貯蔵との関連の下に研究する目的

で，先ず頼粒におけるおrotonm合成の初発反応と推測

される Tryptophanの取り込みを研究した。 Whittaker

の方法に従ってモノレモットの脳幹部より調製した Syn-

aptosome分画を L-Tryptophan-14Cとincubate すると

Tryptophanは濃変勾配に逆って速かに頼粒に取り込ま

れることが認められた。この取り込みの反応速度は温度

により著しく影響され，又， SH阻害剤により阻害され

た。 Serotoninや D-アミノ酸は反応を阻害しないが

Proline除く他の Lーアミノ酸は全て阻害効果を示すこと

から，この取り込みは L-アミノ酸に特異的で且つ共通

の反応であろうと思われるo 事実 Lーアミノ酸の代表と

して L-5HTPを用いて更に検討したところ， その阻害

形式は Tryptophanに対して compet1 t1 ve であり又，

5HTP自身も速かに頼粒に取り込まれ Serotoninとな

ること，および一旦， Tryptophan-14Cを取り込ませた

頼粒にL-5HTPを与えると， Tryptophan-14C が速か

に頼粒から追い出される事が明らかとなった。最後に穎

粒分画による Tryptohanからの Serotoninの合成反応

と Tryptophanの取り込みの反応を平行して行い， Tr-

yptophanから Serotoninが合成される為には，まず

Tryptophanが頼粒に取り込まれることが必要であこと

を証明した。

b. 脳セロトニン生合成に関する研究 (3)ーモ)[..モッ

ト脳幹部からのトリブトファン水酸化酵素の部分

精製とその性質について

市山新，中村重信，藤沢仁，

奥野幸子，早石修(京大・医・医化〕

Tryptophan水酸化酵素は従来 assayに問題があった

上に精製も困難であり，未だ性質が十分記載されていな

い。昨年われわれはこの酵素の簡便且つ鋭敏な assay方

法を開発したので，今回はそルモット脳幹部の Tryp-

tophan水酸化酵素の基本的な性質を検討した上で部分

精製を試みた。 まず homogenizeする mediumの影響

を検討した所，特にイオン強度の低い緩衝液中にて ho・

mogell1zeした場合に， homogenate中の活性は非常に

低いにもかかわらず，遠心すると上清に強L、活性が現わ

れる事が認められた。又沈澱の浮遊液を上清に加えると

阻害効果を示す事から，沈澱に本酵素の阻害物質が存在

する事が推定される。本酵素は還元型 pter凶 neを補酵

素とする Monooxygenaseであって， Tryptophanに対

する Kmは1.5~ 3 X 10-'M， 2-Amino-4-hydroxy-6，7-

dimethyl-5， 6， 7， 8-tetrahydropteridineに対する Kmは

大体5XlO-4M である。酸素に対する Kmは10-'Mの

orderであるが， この酵素は酸素が存在すると特に不安

定である。本酵素をモノレモット脳幹部の上清よりDEAE

-Celluloseカラム，硫安分画， Alumina Cr処理により

収量約37%で精製し同時に酵素標品中の Tyrosine水

酸化酵素活性を測定した所，その収量は6%以下であっ

た。 Phenylalanine水酸化酵素活性は全く検出されなか

った。以上の事は Tryptophan水酸化酵素活性が Tyro-

sm巴により阻害されない事と合せて，本酵素が Trypto-

phanに特異的な水酸化酵素である事を示唆する。沈澱

中の阻害物質の性質も合せて報告する予定である。

質問:植村慶一(慶大・医・生理〕

1) トリプトファン水酸化酵素の部分精製の精製度は

どの位ですか。均一性をチェックしましたか。

め この酵素の阻害物質が穎粒分画に存在するとのこ

とですが更にミトコンドリアと神経終未に分離して分布

を検討したことはありませんか。また，この物質が蛋白

らしいとL、う根拠について。

答え.

1) 精製度はまだ10倍以内です。酵素蛋白の均一性を

チェックする段階には至っていません。
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2) De Robertisの方法に従ってモノレモットの脳幹部

の細胞分画を行うと，神経終未のD分画とミトコンドリ

アの分離に問題が生じるので，このどちらともL、L、かね

るが，このどちらか一方，あるいは両方に阻害活性が認

められます。

質問 永津俊治(愛知学院大・歯・生化〉

トリプトファン水酸化酵素の particleenzymeと so・

luble enzymeの性状を比較して solubleenzymeは還

元型プテリジン (DNPH4)の添加で著明に活性化される

という成績を示されたが， チロシン水酸化酵素でも so

luble fractionの enzvmeは DMPH4 の添加で著明に

活性化される。 トリプトファン水酸化酵素では soluble

enzymeは particleenzymeが遊出した同一酵素とお考

えですか。

答え:

非常に難しい御質問で現在のところ上清分画に認めら

れる酵素活性が頼粒から遊出したものか，あるいは元来

細胞質に存在するものかを実験的に決定する手段はない

のではないでしょうか。しかしながら，脳幹部の頼粒分

画のトリプトファン水酸化酵素はO.32M secroseで数回

洗糠しても酵素の遊出は僅かであり，又 homogen即す

る条件を変えてみても上清と頼粒の酵素活性の比は大体

一定であることから， トリプトファン水配化酵素は元来

細胞質と頼粒の両方に存在しセロトニンはこの 2つの

場所で二元的に生合成されてし、るのかも知れないと思っ

たりしている。

質問:垣内史朗(大阪府立・中宮病院〉

還元型フ。テりジン要求性が solGble及び particle酵素

によって異なるのは， トリプトファンの particleへの取

り込みと関連あるのでしょうか，あるいは全然別個の問

題でしょうか。

答え;

とりこみとは直接関係はないのではないでしょうか。

私達はむしろ助酵素の還元型プラリジンの再生系とセロ

トニン生合成系が頼粒ではうまくカップルして働いてい

るのではなL、かと考えています。

質問:柿本泰男(阪大・高次研〉

1) 図 5-Bの L-5-HTPのトリプトファンのとりこ

み阻害や， release作用は 5-HTPに specificですか。

2) 図5-Aの 5-HTP効果が dilutionによる可能性

はないか。

答え

1) トリプトファンの取り込みの阻害は 5HTPに

specificではなく頼粒に取り込まれる中性の Lアミノ酸

(Lーフ。ロリンを除く)は全く阻害します。 ReJeare作用の

特異性は未だ十分検討していませんが，やはり中性のL

アミノ酸に共通は現象であろうと思っています。

2) 可能性は十分ありますが，実際に反応液中からL-

5HTPを回収してみたところ，その中には殆んど放射能

を検出することが出来ませんでした。

質問.永津豊(慶大・医・生理〕

頼粒分画への Tryptophanが濃度勾配に逆って取りこ

まれるというが，表1にある様に酸素条件でも窒素気条

件でもあまり変化しないこと，あるいは，第 3図の温度

条件の場合などからみて，所謂能動輸送の機構とは異っ

たしくみで行われていると思われる。穎粒を sOlllcatlun

等で破壊してもやはり変らないだろうか。この取り込み

はどの様な機構によって行われると考えられるか。

答え・

いわゆる能動輸送の機構とは明らかに異なると思いま

す。むしろ一種の exchangereactionであって，外液の

アミノ酸濃度と穎粒内の濃度は一定の平衡状態にあり，

外液中の一種類のアミノ酸濃度を高めるとそのアミノ酸

が入った分だけ他のアミノ酸が遊出されるという考えも

成り立つので，その可能性を実験的に調べてみるつもり

です。しかしながらこの反応速度は温度により影響さ

れ，又 pCMSなどによって阻害されるので，単なる

di妊usi口nではなく， mediatorの様なものが反応を仲介

するのではなし、かと思っています。

低張処理を行うとほぼ瞬間的にアミノ酸を取り込む能

力を失い，又一旦取り込んだアミノ酸は遊出してしまう。

26.カテコールアミン生合成に関する研究ードーパミ

ンP水酸化酵素の粗酵素材料での活性測定法と，
その副腎髄質頼粒よりの遊出について

葛谷博磁，永津俊治(愛知学院大・歯・生化〕

ドーノミミン。水酸化酵素(DsH)は， ドーノミミン， チ

ラミンなどのフェニノレエチノレアミンの側鎖の s-Cを水
酸化してブエニノレエタノノレアミンとする一原子酸素添加

酵素で， ドーパミンよりノルアドレナリンの生合成の最

終段階を触媒し，副腎髄質，脳の他，心臓，輸精管など

の交感神経分布臓器に広く分布する。 DsHはホモジェ

ネート，細胞内頼粒などの粗酵素材料では活性がなく，

精製の後に始めて酵素活性が出現する。われわれは副腎

髄質の内在阻害因子は SH化合物であり， SH基と共有

結合する N-エチノレマレイミド (NEM)を添加すると粗

酵素材料でも活性が現れることを発見したので，この成

績に基いて副腎髄質の粗酵素材料で迅速に DsH活性を

求める新しい測定法を考案した。基質としてチラミンを

使用し， NEMで内在阻害因子を抑制して生成する/ノレ

νネプリンをアンパライト CG-120-H+カラムで分離，

酸化して pヒドロキシベンツアノレデヒドとし330mμの
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吸光変により測定した。副腎髄質ホモジエネート 4~80

μg (タンパク量)， NEM 2. 5 X 10-2M で酵素量と反応速

度は完全に比例し 370Cで45分間反応は直線的であっ

た。この新測定法を用いて副腎髄質の DsHの細胞内分

布をしらべたところ，通常の方法で調製したホモジェネ

ートでは約20%の DsH活性は可溶性分画に存在し

従来 DsHは穎粒と固く結合しており可溶化には表面活

性剤の使用が必須と考えられたが，上記の DsHは頼粒

より物理的処理のみで容易に遊出することを発見した。

追加:吉田博(阪大・医・薬理〉

阪大薬理で岡さんらが今お話しのことと関聯した実験

をやっています。副腎のクローム親和性穎粒を低張処理

して可溶性蛋白を洗い出した腹分画に dopamine-s-hy-

droxylaseと ATPaseとがが存在じ亡し、ます。この腹分

画を酵素材料とすると NEM，PCMBなど SH一反応剤で

dopa mine-s-h ydroxy lase活性は上昇いたします。然し
膜分画を界面活性剤で solubil闘し，カラムで分画いた

しますと dopamine-s-hydroxylaseと ATPase とを分

けることが出来ます。こうして分けたあpamine-s-hy-

droxylaseは SH一反応剤で活性上昇は見られなくなりま

す。分けた ATPase と dopamine-s-hydroxylaseとを

合せますと再び SH-反応剤の影響が表われます。 ATP-

Mg添加の影響も表われます。すなわち，私達は膜分画

の中で dopamine-s-hydroxylaseと ATPaseとが com-

plexとして， 1つの umtとして存在していると老えて

います。ATPase活性の変化が dopamine-s-hydroxylase

の活性を規制し，逆に dopamine-s-hydroxylaseの活性

が， ATPase活性を規制しているようです。 dopamine

s-hydroxylaseの SH基をもった天然阻害物質のすべ

てではないかもしれないが，生理的意味をも考慮する

と， ATPaseが極めて重要だと考えています。

答:ATPaseが SH酵素であれば inhibitすると思

います。

追加・永津俊治(愛知学院大・歯・生化〕

ATPaseが Dopamine-s-hydroxylaseを阻害するこ

とを発見されたとのことですが，私共もタンパク性 SH

基が Dopamine-s-hydroxylaseを阻害することを認め

ています。 Dopamine-s-hydroxylaseの精製過程で可溶

化，硫安分画， Norite A 処理， Calcium phosphate gel 

の stepまで NEMで活性化されるタンパク性 SH阻

害因子が認められました。

質問:小林障佳(松沢疑院〉

DsHがドーパミンからノノレアドレナリンを触媒する

酵素で為れば， ドーパミンを基質としてノノレアドレナリ

ンの生成をみることの方が DsHの測定にはよいように

思えるが。アドレリナンの生成から DsHの測定を行な

ったことがあるか。行なわなかったとすればその理由に

ついて。

答え

Dopamineを substrateとする場合，生成物 Norepin-

ephrineの測定は蛍光法によらねばならないので面倒で

すし不安定です。これに対し Tyramineを substr-

ateとした場合，生成物 Norsynephrineの測定は吸光法

で，簡便かっ再現性がよL、からです。

27. Serotonin sulfokinase の脳内存在とその精製

日高弘義(名大・医・ I生化〕

永津俊治(愛知学院大・歯・生化〉

八木国夫(名大・医・ I生化〉

ウサギの脳から Serotoninを基質として Serotonin0-

sulfateを生成する酵素を精製しその性状をしらべた結

果この酵素は 3'-phosphoadenosine5'-phosphosulfate (P 

APS): Serotonin su日otransferase(Serotoninsulfokinase) 

とよばれるべき硫酸転移酵素であることを明らかにし

た。精製操作はウサギ脳の 200，000Xg上清より出発

し硫安分画， alumina Cr処理 DEAE-cellulosechr-

omatographyを行L、200，000Xg上清より 67倍精製し

た。 Serotoninsu日okinaseの脳の活性は各種臓器のう

ちでは中等度であり，脳 monoamineoxidaseのと似た

orderの活性を示した。 Serotoninsulfokinaseの脳内分

布は小脳と脳幹に活性が高かった。日甫乳動物の脳ではウ

サギが活性が高く，イヌ，ネズミ，ウシの順であった。

Serotonin sulfokinase は脳内の Serotoninの不活性化に

monoamine oxidase と共に働いている可能性が考えら

れる。

質問・加藤隆一(国立衛試・薬理〕

肝の場合， PAPSの含有量が，特に無機硫酸の量が

律速段階になっていて，他の OH基質により反応阻害

がおきます。それゆえ invivoにおける他の OH基質

投与による阻害実験の結果(脳内セロトニン含有量の増

加など〉より基質特異性を考える際この点にも留意され

たい。

答え:

御意見の通りと息りと患います。御指摘の点を考慮し

て invivoにおける阻害実験を行いたいと思います。

質問 柿本泰男(阪大・高次研〉

1) 本酵素が phenolsに対して広い基質特異性をもつ

ようで為るので，本酵素を Serotoninsulfokinase と名

付けるのは未だ早いと思う。

2) 本酵素の生理的意義を知るための inhibiforとし

て適当な phenol化分物を用いうるのではなL、かと考え

る。
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め この酵素活性をMAOのそれとくらべると大体同

じであるが，この反応の律速段階は実は PAPS合成の

速愛ではなL、かと思うが， どうですか己

答え

1) 御意見のように， Serotonin sulfotransferaseとよ

べるかどうかは，今後さらに高度に精製して phenol

sulfotransferaseと分雛さらに後に決定されるべきだと

思います。

2) 御意見のように， inhibitorを用いた実験を行いた

いと考えます。

3) 確かにこの反応の律速段階は PAPS合成速度で

ある可能性があります。

質問:西塚泰美(京大・医・医化〕

非持異的反応という事ですが，一般フェノーノレ性化合

物とセロトニンとの活性比はどの位でしょうか。

答え.

フェノーノレ性化合物として基質に p-nitrophenolを用

いた場合 serotonm基質の活性と比べて， 粗酵素材料

では再活性は類似の orderでした。肝臓の最も精製され

た酵素では， serotonlnに対する活性は p-nitrophenolに

対する活性よりかなり高くなりましたが，両者の基質に

対する活性の分離には成功していませんo

質問:金沢彰(阪大・医・神経〉

1) 本酵素の inhibitorは見つかっていますか。

2) O-sulfateを組織内にためる薬剤はありますか。

答え:

1) 本酵素の有効な inhibitorをまだ発見していませ

ん。

2) Serotonin O-Sulfate の組織内濃度を高める薬剤

は検索中ですが，まだ発見していません。

質問:仮屋哲彦(東京医歯大・医・神経〉

1) Serotonin Suefokinase Inhibitorがみつかれば，

この経路の役割をしらべる実験が容易となりますので是

非みつけて数えて下さい。

め この代謝経路の尿中最終代謝産物について。

3) 脳中の MAO活性と SerotoninSulfokinase活性

とは大体同じ orderを示していますが，どのような脳機

能状態において SerotoninSulfokinaseが重要な役割を

はたすとお考えでしょうか。

答え.

1) 御意見の通りで，検索中です。

2) Serotonine O-Sulfateはそのままの形でも排池さ

れますが，モノアミン酸化酵素で脱アミノを受けること

も考えられます。

3) 脳内 Serotoninが，何らかの理由か増量した場合

には本酵素による SerotoninO-Sulfate生成により生理
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的不活性化が起りうるのはなL、かと推定されます。 MA

O による不活性が不可逆的であるのに対して， Sulfotra. 

nsferaseによる不活性化は SerotoninO-Su'fateが脱

硫酸をうけて再び活性な Serotoninとなり可逆的変化で

ありうる注目してL、ますが，zn V~'[けで本の酵素の役割

は今後の問題に残されています Ŝerotonin戸三Sεrotonm
(生理的活性)(生理的不

O-Sulfateの反応が Serotoninの生理活性の調節に働き
活性〕

うる可能性については，江上教授によっても指摘されて

います(岸本，高橋，江上，J. Biochem. 49， 436(1961))。

質問:植村慶一(慶大・医・生理〕

1) この酵素の精製過程で AlnminaCrに対する態
度が肝臓のものと脳のものと差があるような成積でした

が，この差は本質的なものでしょうか。

2) このように肝より活性のかなり低い脳で酵素を精

製するのは大変だろうと思います。肝と脳の酵素で差が

ある可能性をお考えになって，この実験をおやりになっ

たのでしょうか。

答え

1) 肝臓の酵素と脳の酵素との AluminaCrに対す
る吸着の差異は，共存タンパク質により吸着はかなり影

響をうけると考えられますので，本質的な差異が否かは

不明です。

2) 肝と脳では両酵素の生理的役割が異る可能性があ

り，従って脳酵素の性状に興味をもちました。本研究

で，悩より酵素を精製した目的は，脳内の本酵の存在を

証明しその反応機構をしらべることにありました。

28.脳の 3'，5'-AMP分解酵素(Ph阻 phodicsterase) 

について

垣内史朗，山崎礼子，中島久

(大阪府立中宮病院〉

(1) ラット脳の (3'，S'-AMP)phosphodiesteraseに

は，可溶性と穎粒状の両活性がみられる。可溶性は原分

画の上清及び，粗ミトコンドリア画分の低張処理にて得

られる上清に存在する。穎粒状の活性の大半は latentで

であるが，音波処理によって部分的に“可溶化"された。

穎粒状の活性(音波処理にて“可溶化"された場合も含

む〉の至適 pHは8.0であって，可溶性活性のそれ (pH

8.5近辺〉とは異った。

(2) Phosphodiesteraseの定量法として従来から用い

られて来たのは，制S'-AMP(product)を測定， (日蛇毒

の共存下に S'-AMPを Piに分解してそれを測定， の

2法である。我々は， crudeな脳材料に対しては両方法

とも不適当であること，侶)法を一部変更して 2段階に反

応せしめた場合には満足な定量結果を得ることを示し
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た。更に， 3'，S'-AMP(基質〕を定量することによって，

CHEUNG (1966)の示した脳 phosphodiesteraseに対する

ATP阻害は， 定性的には成立するが，定量的には修正

を必要とし，従ってその生理的意義の解釈に再検討を必

要とすることを見出した。

(注〉 この演題の質疑応答は回収できませんでした。

29.人脳各部位における酵素活性分布に関する研究，

1.モノアミン酸化酵素活性について

金村元，須田茂雄，中村陸郎3 町山幸輝J

高橋良，台 弘(東大・医・精神〉

精神病者脳の酵素学的研究の一歩として，対照人脳お

よび精神分裂者脳における MAO活性の局所的分布を研

究した。対照人脳は癌患者5例，分裂病は 5年ないし40

年の経過をもち診断に疑問のない 5例で，いずれも死後

5時間以内に脳が摘出され， -20oCのフリーザー中に保

存され10ヶ月以内に MAO活性が測定された。動物を

用いての基礎実験で死後脳はこの時間内に凍結されれば

MAO活性は変化しないこと，また凍結保存の場合10ヶ

月後でも MAO活性は殆んど変化しないことがたしかめ

られた。

対照脳各部位の MAO活性は白質では著しく低いが灰

白質ではほぼ均等に高い活性を示した。そのうち視床下

部で最も高く，次いで視床，淡蒼黒質系，辺縁系，基質

核，橋被蓋部，新皮質の}I頂であった。この分布は人脳各

部位におけるセロトニンと 5ヒドロキシトリプトファン

脱炭酸酵素活性のいずれの分布とも平行関係を示さなか

った。

分裂病者脳の各部位のMAO活性と対照人脳の値との

聞に統計的に有意な差は見出し得なかったが，分裂病脳

の活性の分布ノミターンにおいて新皮質と辺縁系ならびに

基底核との関係が対照群と異なる傾向がみられた。即ち

新皮質系に対して辺縁系並びに基底核の活性より低い関

係がみられた。各症例の個別的検査の結果，基底核の活

性の低下には向精神薬の影響で想定されたが，辺縁系の

活性低下はメトアンフエタミン中毒ネコ脳の所見に対比

して注目すべきものと思われた。

質問:金沢彰〔阪大・医・神経〉

1) 精神分裂病者の脳について，酵素活性の分布をし

らべることは，それなりに興味あると思います。今日の

御発表では，分裂病と対照群で差がないといわれたが，

図3では差があるかのように述べられた。しかしすぐ

分裂病で差をみつけることを見ざさないで，ゆっくり，

分裂病での dateをためていってほしL、。

2) 私自身は，分裂病と対照群で差が出なくとも，こ

の種の仕事をつづけて行くことは意味があると思ってい

ます。

質問 高坂睦年(岡山大・医・精神〕

1) ヒロポン中毒を分裂病のサンフツレと考えて実験デ

ータを眺めることには私は賛成出来にくいのです。

2) 表 3脳の各部位の MAO活性が分裂病とコント

ローノレとパラレルであると云う結果について，分裂病の

様な精神症状を，もちながら，実験のタージェットに選

んでいる物質が変らないと云うことに対する御意見を。

質問:柿本泰男(阪大・高次研〕

1) MAOの基質としてセロトニンを用いられた理由

を御説明下さい。

2) 台教授の一連の研究について。その意義や研究の

進め方にては種々の批判もあるが，一研究者の生き方と

しては敬意を払らうものである。 しかし，台教授の研究

グループの中に属する個々の研究者の自主性，独創性と

批判J力については疑問をもってきた。台イズムに追従す

るだけではよい研究は発展しない。グノレープの各研究者

の自覚と努力を希みたい。

答え.

MAOの酵素学的均一性についてはなお疑問の余地が

あります。我々の仕事では脳各部位での活性の比較が目

的なのですが，もしMAOが酵素学的に不均一であると

すると，さらに各部位で MAOの各成分の構成がことな

るかもしれません。このような条件下では， MAO活性

の測定の基質として直接の関心の的である biogenic

ammesをもちいるのが適当であると考えます。我々が

しりたいのはそのようなアミンに対する酵素活性なので

すから。したがって，はじめはセロトニンの他にノルア

ドレナリンでも測定を行ないましたが，活性が低く，ま

た定量法にも問題があったので中止し，結果としてセロ

トニンだけを基質として仕事を進めることになったわけ

です。

質問ー川北幸男(阪市大・医・神経〉

表 3のCorpuscallosumのところだけ，測定値のバラ

ツキが著るしいようですが，何か特別の理由があるので

しょうか。

3J.断限の研究:脳内 monoamineならびに acety-

lcholinの変動

土屋健三，小屋明子，幸治浩，融道男

(東医歯大・医・神経〉

小林障佳(松沢病院〉

ラットに 2種類の断眠を負荷し，脳内物質Cacetylcho-

lin巴 CAchJ， norepinephrine CNEJ， S-hydroxy-trypta-

mineC 5 HTJ)並びに関連酵素の変動を脳を 3部位(終

脳，間脳，中脳十橋十延髄〕に分割して調べた。 SIDMAN
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の回避行動を応用することにより徐波睡眠をも遮断し得 Acetycholineの量は stress によって変らないのです

る断眠法を考案した。この場合断眠10時間目には 3物質 か。

とも変化なく， 24時間自には Achは終脳で増加し.NE 答え・融道男(東京医歯大・医・神経〕

および 5-HTは間脳・中脳以下で減少する傾向がみら 痘聖堂なども stressの中に含めると，脳内 Ach量は変

れた。間脳および中脳以下で減少した NEは24時間断眠 化するしわ九われも，薬物， anOXlaなどを用いて，動

後30分間の睡眠を与えた場合対照値にまで復帰し， 5-H 物に興奮をおこして，脳 Achの減少をみているが，演

Tは対照値を上まわる値にまで達した。一方， para睡眠 者の討論じてL、るような意味の stressでは変化しないと

を遮断するといわれるプーノレ法による断眠では， Ach終 考える。なお，睡眠に関与する物質として monoamlne

脳で減少， NEは間脳・中脳以下で減少を示したが. 5一 以外に.Achを transmltterとして提唱している Her-

HTは脳の全部位で変化がなかった。雇IJ腎，胸腺などの nandez-Peonのような立場もあることを追加する。

変化からみて，この断眠はストレス状態と同方向のもの

であることから，従来の実験より各種ストレスの脳内ア 31. Carbacholの Acetylcholine遊離機構

ミンにおよぼす影響を考察すると， NEの減少傾向はス 舛本省三，竹野一，柳谷岩雄〔阪府大・農)

トレスによる変化と聞方向でゐるが， 5-HTと Achの ウサギ脳組織標本を用い.Carbachol(Car)の Ach遊

変化は異なっているのでこれらは睡眠時の脳内変化を反 離に対する影響を神経終末粒子分画(P2)に含まれる結合

映しているものと考えることができる。 型 Achの存在型との関係で invitroで検討した。 1)脳

以上の結果から Achは終脳において睡眠の機構と関 切片を Carと OoC，60min incubateすると， Carの高

与していることが推定される一方， NEと 5-HTは， 濃受(lO-'g/mのでは Ach遊離が著しく促進され結合型

閲強以下の脳幹部においてこれと関与しとくに NEは Achの残量は約20%でしかなかった。九でもこれと同

para睡眠と 5-Hτ は徐波睡眠と関与していると考えら じ結果を得た。 P2を French Pressで破壊したときみら

れる。 れる結合型 Achの“不安定型分画"と‘安定型分画"とで

質問:成瀬浩(国立精神衛生研〉 は Ach遊離は後者より前者の方に大であった。 2)ー

動物に断食とL、う刺激を与えると，脳の解糖呼吸系お 方， 10%(W/V)ホモジネイトを前述の条件で Carと

よびアミノ酸の代謝パターンが変って来るとL、う事実が incubateし， Pj・ P2 • P3とSに分け，前三者で比べると，

ある。 Carは特に P2で高い RSA値を示した。さらに P2の

したがって，この様な長時間の刺激後のアミンの変動 Ficoll密変勾担においても Carは結合型 Achと一致し

を，不眠と結びつけて解釈しようとする場合には，疲 た層で高い値を示した。 しかし Frenchpressで破壊し

労，一般的ストレスなどの影響ということを，もっと充 た九の上清と沈澄への分布においては，かなり Carの

分に考える必要があるのではないか。 非特異的結合と考えられるものが混じ定性的には平行し

答え: たが，数量的には必ずしも前述の結合型 Achの“不安定

断眠実験では給餌給水は充分な時間行っていたし，摂 型分画"と“安定型分画"における Ach遊離と平行した

取量も対照動物を上まわっているようでしたので，食餌 成績が得られなかった。 3)Ch.A標本の Ach(1μg/ml) 

の点に関しては問題ないと思います。又ここには data に対する透析平衡実験において，添加した Carが Ch.A

として示しませんでしたが，断眠実験と同じ条件で通電 と結合し，等 molesの Achが遊離され， その Ch.A

刺激を24時間に互ってうけ続けたたラット脳のセロトニ 活性が阻害された。一方 Ch.Aと結合し，等 molesの

ンを測定したところ，間脳及び中脳以下で対照動物に比 Achが遊離され，その ch.A活性が阻害された。一方

して約 2倍量の増加がみられています。疲労ならびにス ch.Aと結合しない条件では Carは Ch.A活性と阻害

トレスの影響の点については，条件ずけされていず，通 しなかった。以上の成績から Carが結合型 Achに対し

電刺激を passiveに受け続という条件の方が断眠実験よ て Achを置換することにより Achを遊離させ， それ

りも強いと考えられる。従ってこれらの事実から断眠実 自身が結合することにより.Ch.A活性を阻害すること

験で得られた脳内セロトニンの減少という結果は，疲労 が示唆され，このことは組織内での .Ch.A-Ach結合の

ならびにストレスの結果とは考え難いと思われます。こ 存在の推定と関連する。

のように脳内セロトニンの動きからみて，他の脳内物質 質問:融道男(東京医歯大・医・神経〉

の動きも単に疲労ならびにストレスの結果とは思われま Carb 
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Carbacolが強い Ach遊離作用を示すことから察した

までです。

質問・斉藤章三(日大・医・薬理〕

Carbacolが Achを大量遊離させるからと言って，こ

の薬物が座筆をおこすのは，不安定分画から遊離した

Achに由来すると speculateするのは危険で、はないか。

その理由は沢山あるが， 少なくとも他の bioge日lCaml-

nesに対する Carbacolの影響を見ることが必要である

と思います。

質問:黒川正員IJ(東大・脳研〉

安定型，不安定型アセチノレコリンの実体について，

MARCHBANKS等にシナフoス小胞の内外とL、う分布差の

みを考えているようですが，私の考えではシナフ。ス小胞

数の増減，小胞膜の透過性の変化をも考慮すべきである

と思います。実体がある程1支まで判らないと，生理的な

ことを言うのはむずかしい。

の所見は情動変化に結びっくものではなく，より燥うつ

病という疾病に関係したものと考えられ，その点から燥

うつ病の病態生理について推論的考察が加えられた。

質問:佐野勇(阪大・医・高次研〕

うつ病相で、も，そう病柏でもチロジンの耐容力が低下

するというのなら， neutrale phaseではどうかを徹底的

に調べておく必要がある。

質問:永津俊治(愛知学院大・歯・生化〉

チロシンの Waalkes& Udenfriend蛍光測定法はか

なりチロシンに specificですが，チロシン以外のブェノ

ーノレ性物質も浪IJられるから，疾患による変動を考える上

に，注意する必要があると思う。

質問ー谷口和覧(阪大・高次研〉

1) PHPP負荷実験を行なえば， トランスアミナーゼ

活性の変化を推定し易くなると思いますが如何ですか。

2) カテコーノレ系の化合物はチロシン負荷後どうなる

か。

32.繰うつ病のチロジン代謝 質問:野口鉄也(慶大・医・生理〕

高橋良，台弘，町山幸輝，中村陸郎 1) Tyrosineの代謝産物の蛍光以外に，臓器及び血

金村元〈東大・医・精神〉 液の蛍光物質があるので注意されたい。

操うつ病者の尿中カテユーノレアミン (CA)とその代謝 2) 尿中に排池される Homogentisicacidの量はどれ

物の消長についての我々の研究の結果，もし操うつ病の 位か。

病態生理において一次的な CAの貯臓遊出機作が関与し 質問.川合仁(京大・医・精神〕

ないと仮定すれば，操病では CAの生成増加が，うつ病 負荷した Tyrosineの量に比べて，尿中への回収が非

ではその生成減少があるものと推測された。そしてその 常に少ないように思うが，尿中に回収されなかったもの

際CAの生成の律速段階であるチロジンから DOPAへ の大部分は， PHPPの径路を通って代謝されると考えて

の過程が操うつ病において変動するものと考えられた。 いるでしょうか。

この推測を更に検討するために，操うつ病者の空腹時並 質問:柿本泰男(阪大・高次研〕

びにチロジン負荷後の血中及び尿中チロジンの変動を測 1) チロシンの24時間尿中への排池量の測定だけで，

定した結果，操うつ病者は特徴的なチロジン代謝を示す 腎臓におけるチロシンの再吸収は正常と変らないと結論

ことが見出された。 することはできない。再吸収率を正規の方法で測定する

すなわち内因性うつ病操病群の空腹時血中チロジン濃 必要がある。

度は正常群と差はなく， うつ病群，操病群の聞にも有意 2) Tyrosine transaminase活性は種々の factorsで変

差はなかったが，体重 1見当り 100mgのチロジン負荷 動することが， KNOXはじめ多くの研究者によって明ら

後の血中濃度は 1時間より 4時間に亘ってうつ病群，燥 かにされている。もし，本演題で"示されたデーターが

病群ともに正常群より有意の高値を示した。このチロジ emotiOn による酵素活性の変化を意味するとすれば興味

ン忍容力低下の所見は尿中チロジン排池量の測定値から ぶかく，動物実験も可能かと思う。

みて腎よりの排池遅延の結果ではなく，又甲状腺機能品 質問:高坂睦年(岡山大・精神〕

進や一般的肝機能樟害の結果でもななかった。そしてこ Manie， Depressionの Phaseの CorticalActivitiesに

の所見に操うつ両病相に認められたので研究の出発点で 関する参考意見は，抄録の通りにお考えにならない方が

あったチロジン水酸化酵素活性の推測とは一致せず，生 ょいと思う。

体内のチロジン代謝の様相からみて transammase活性 (注):この演題では，演者の回答を回収出来ませんで

の低下によると推測された。しかもこれはビタミン補給 した。

後もうつ病者において同様の所見が認められたので tra-

ns amlnase補酵素の欠之によるものとは思われなかっ

た。以上の操うつ病者に認められたチロジン忍容力低下

33. ヒ卜脳グルコセレプロジドの分離とその意義

玉井洋一，山川民夫〈東大・医・生化〉
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グノレコセレブロシドは正常脳組織には極めて徴量にし

か存在しないが，糖脂質代謝を究明する上で興味ある物

質である。既に西村らは脳スライスに由子実験でガング

リオシドの前駆物質としてのグリゴセレブロシドの意義

を示唆している(1967)。ガングリオνドージスとして知

られる Tay.Sachs病患児脳において SAMUELS らは

MCBにグリコセレプロシドの存在を見(1963)，SUZUKI 

らは T-S病脳灰白質に本物質が培産する事を示唆して

いる(1967)。此等の報告にもかかわらず本物質は純粋な

形で未だ単確されていなし、。西村，山川は牛脳から微量

のグノレコセレブロシドを得，重化学構成の一部を明らか

にしたが(1968)，未だ充分とは云えない。著者ら T-S

は病患、児脳からグルコセレプロシドを単離する事に成功

し其化学構成を明らかにし， T-Sガングリオシドとの

代謝的関連性につき考察を加えた。 Silicicacid c口lumn

chromatographyで得られたケラシン両分は Florisilco 

lumnによりグノレヨケラシンとガラクトケラシンとに分

離する事が出来た。 T-S病脳灰白質ではグル寸ケランン

ガラクトケラシンは0.84，同白質では0.20で同物質が灰

白質由来の物である事が示唆された。脂肪酸構成に就て

はグノレコケラシンはステアリン酸，パルミチン酸を主構

成脂酸とし， T-Sガングリオシドのそれと類似のノ之ター

ンを示した。長鋭塩基の分析ではグルコケラシン， T-S 

ガングリオシド共に主として C18 スフィンゴシンから成

り，少量の C20ースフィンゴシンを含んでし、た。以上の

分析よりグノレコケラシンと T-Sガングリオシドとの代

謝上の類似性が強く示唆された。

質問.須藤正克(京大・医・小児〉

1) 1才8カ月前後および1才以下の乳児の kerasin

分画における glucocerebrosideとgalactocerebrosideの量

的関係についての成績をお持ちでしたらお教え下さい。

2) Florisilの活性化は如何にしておられるか。

質問.薮内百治 i阪大・医・小児〉

Galactocerebrosideの OH-FAは TLC上でどの辺に

出るのですか。 OH-FAは Galactocerebrosideで何%位

に含まれているのですか。

質問ー高垣玄吉郎(慶大・医・生理〉。脂肪酸構成で Tay.Sachsグルコケラシンと乳児
グノレコケラシンと可成りちがっていますが， どういうこ

とですか。

2) グノレコセレブロシドの代謝回転が活発なことを示

す m V1VOの dataがあるのですか。

家兎の胎児，新生児，生後10日日， 22日目，親の脳か

ら C-M(2 : 1)で総脂肪を抽出し， Jj(を水を加えて振

濠分配によって上層と下層に分け，下層のクロロホノレム

層から溶媒分別， TLCによって純化した cerebrosideと

sphingomyelinを得た。上層の水層からは流水透析後，

凍結乾燥によって粗 gangliosideを得，これを希酸水解

して asialogangli口sideとした。これらを 2NHCI-Me 

OH， 700， 3時間となる条件で水解してスファンゴシン

塩基と脂肪酸メチルエステノレが得られる方法を確立した

スフィンゴシン塩基はTMS誘導体として，脂肪酸メチノl

エステノレはそのままで GLCによって分析された。こに

ようにして得た分析結果は cerebrosideの長鎮塩基は生

後10日目， 22日自の発育期で他の時期に比してC'8一dihy.

drosphingosineの多いことが見出された。 また， cereb-

rosideの脂肪酸はステアリン酸が加令に伴って著しく減

少し逆にC比 C24・1の高級脂肪酸が著しく増大する。

なお胎児においても C24の脂肪酸がすでに僅かではあ

るが見出される。 Sphingomyelinでは長鎖塩基組成の変

動はそれ程著しない。脂肪酸組成はステアリン酸が胎児

から親に至るまで主体をなすが，加令とともにやはり減

少の傾向がある。 C24の増加が親で見られる。 Ganglio・

side各時期でステアリン酸が主体となし約80%近くを占

める。長鎖塩基ではC20ースフィンゴシンが加令とともに

徐々に増加する。 このように cerebroside，sphingomyピ占

line， gangliosideの長鎖塩基及び脂肪酸組成がそれぞれ

独自の変動を発育過程に示すことはこれらスブィンゴリ

ピドの生合成の問題と併せ考えて興味深いことである。

質問:辻村良太郎(三重医大・解剖〉

烏類脳の MyelineFractionのSphingomyelinに C20'4

があらわれ， C24'O， C24' 1が認められなかったのですが，

先主の結果と異なるので如何でしょうか。

答え-

親家兎脳の Sphingomyelinに C24'Oも C24'lも認め

られることは私共だけでなく多くの人々も見ておられる

ことであって間違いないしまた CZO'4がほとんど認

められないことも間違いはないものと思います。烏類悩

の Sphingomyelin!こ CZQ:4が現われ， CZ4'O， C24' 1が認

められなかったということについてはよく判りません。

少くともニワトリの脳のSphingomyelinではそのような

ことはないと思いますが。

質問・大平常元〈東北大・医・神経〕

総脂質の変動仁ついではどうか。どの位の割合で増量

してL、るfi'。

34.発育過程における家兎脳スフィンゴリピドの長鎖 答え:

塩基及び脂肪酸組成の変動 総脂質の変動については見ていますが cerebroside，

武富 保，河村成子く信大・医・順応研・生化) sphingomyelin， ganglioside の変動については Folch
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らの報告もあり，別に見ていません。総粗スフィンゴリ すものと思われる。

ピドの変動については抄録集に示してありますのでご覧 質問:宮本侃治(国立武蔵療〉

下さい。 1) AgN03-impregnated TLCの分離の問題と，その

質問:立沢寧(慶大・医・相沢内科〉 分画を無同定のまま，飽和脂酸に14C_酷酸がとり込まれ

私も以前，鶏脳が発育するに従って脂質が脂肪酸を変 方が少ないと結論することは，私達のすでに発表した実

化させていくことを観察しましたが，長鎖塩基も変化し 験事実と反すると同時に，一般的知識にも反する。

て行くというお話を非常に興味深く思いました。そこで の ジ不飽和酸の denovo合成が存在するというこ
伺L、たいのですが，これらの変化は bio¥ogica¥にはどの とも，やはり分離同定の不備に基因していると考えられ

ような事を意味しているのでしょうか。 るため，混入していると考えられる18: 1 (de novoでつ

答え; くられる)の methylendに由来する放射能から， 一般

sphingolipidである cerebroside，sphingomyelin， gan- 的に知られている知識に反することを推論されたのであ

gliosideで長鎖塩基と脂肪酸組成がそれぞれに特異的に ろう。この点もすでに発表した私達の実験事実にも反す

加令と共に変動することの bio¥ogicalな意味がわかと素 る。

晴しいことのように思われます。今後，これらの生合成

の過程の研究と共に一層その方面に近づくように努めた 3，5.脳 polyphosphoinositidesと牛血清アルブミン

いと思っています。 の結合一膜におけるリン脂質と蛋白質の結合に関

するモデル的研究

35.鶏膝および鶏雛の脳リン脂質への14Cー酢酸および 林浩平(群大・医・生化〉

14C-グルコースよりの 14C_放射活性のとりこみに 膜を介してのイオン輸送に関係していると思われてい

ついて る triphosphoinositide(TPI)と牛血清アルブミン(BSA)

立沢寧，塚田裕三(慶大・医・生理〉 を使ったモデル系で脂質と蛋白質の結合，およびそれと

中沢恒幸(慶大・医・神経〉 機能の関係についての研究を行い次の結果を得た。

昨年にひきつづき，鶏庇および鶏雛の腹腔内に 14C_

酢酸および 14Cーグリコースを投与し，脳リン脂質への

14C-放射活性のとりこみについて検討した。

酢酸およびグルコースより 14C_放射活性を多くとりこ

む phosphatidy¥cholineおよび phosphatidy¥ ethano¥-

amllleを methano¥ysisにより脂肪酸部分と脱アシノレ部

分に分け，両者の放射活性を測定した。 14C酢酸はこれ

らの脂質では脂肪酸にとりこまれ， 14Cグノレコースは，

17日鶏腔では脱アシノレ部分にとりこまれるが， 7日鶏雛

では，脂肪酸の部分により多くとりこまれた。 これよ

り，フ化後，鶏の体内においてグノレコースより酢酸への

代謝の促進があるとの従来の成績を支持する。

リン脂質に由来する脂肪酸メチルエステノレを MOR

RIS方法により，不飽和度にしたがって分画し，その放

射活性を測定し，モノ不貌和脂肪酸の代謝回転が盛んで

である結果を得た。

また， リン脂質に由来する不飽和脂肪酸を SCHEUER-

BRANDT & BLOCHの方法により酸化的に二重結合部を
切断し，モノーおよびジーカノレボン酸に分け，その放射

活性を測定した。その結果，動物体内では，今迄は合成

されないと考えられていたジー不飽和脂肪酸が，鶏JIEで

は，酢酸より内因性に合成される可能性を示す結果を得

た。

以上の結果は，脳でも脂肪酸の代謝が存することを示
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1) BSAと TPIの結合は lipoprotein typeである

が， Ca++が加わると結合が強くなり phosphatidopeptide

型になる。この際3者の混合順によって生成物の性状が

異る。

2) TPI-BSA-Ca++のJI民に混ぜる場合， BSAの量が

多いと TRI-BSAcomp¥ex に Ca+十は結合できない。

BSAをふやす代りに ¥ysine， アセチノレコンを加えても

同じ効果あり，

3) TPI-BSA-Ca++complexに多量の BSA又は ly-

sllleを加えると Ca++が放出される。:J)， 3)の結果か

ら，蛋白質の basicaminoacid residue又はアセチノレコ

リンおよび Ca++は TPIの monoesterphosphorusへ

の結合に対して競合していることがわかる。 monoester

phosphorus groupでは一種のイオン交換反応が行われて

おり，これが膜の機能と関係をもっ可能性が論じられた。

4) BSAへの結合に ATPとTPIは競合する，すな

わち BSAに予め TPIが結合すると沈澱に要する ATP

量は多くなる。 BSA-ATP-TPIのn頂に混せ'ることによ

って， 3者よりなる comp¥exができる。これも phos-

phatidopeptideの性状をもっ。

5) 以上の現象は PPIだけにみられるか，又は TPI

に顕著にみられる。この点で TPIは他の脂質とは全く

異る性状をもっている。

質問・和久敬蔵(東京医科歯科大〉
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1) Lys を入れたとき， pHが変っていないでしょう

IJ、。

2) TPI以外の ph口spholipidではこのような現象が

おこるか。

3) Ca++以外の catwnはどうですか。

答え:

1) pHの変化は殆んどありませんG

2) TPI以外にも DPI， cardiolip，neにこのJI民に同じ
ような現象がみられるが，士PIに最も著しくあらわれま

す。

3) Ca+十以外の catlonでは現象がちがって来ます。

質問:高橋康夫(新大・脳研〉

1) Albumin以外の蛋白質， 例えば watersoluble 

proteoli pid -proteinなどではいかがで、しょうか。

2) Acetylcholine についての hypothesis に関連し

て， TPIがミエリンに多く局在して， synaptosomeにそ

れ程多くない点についてどう考えるか。

答え:

1) Albュmm以外には脳内塩基性蛋白質 (encephalo

genicなものとして知られている〉のモデノレとして Me-

thylated Album;n (MA)を用いました。 MAはTPIと

イオン結合をするため Ca++無添加でも固い complex

を作ります。脳から抽出した蛋白質についてはまだしら

べていません。

2) 生体内で TPI~DPI の回転は非常に高いが，

この回転に必要な ATP の最も少ない myelinに TPI

が多いことは矛盾している。死後 TPIの分解は非常に

速くおこるので， myelinに TPIが多いと言うのは，細

胞下分画を分ける操作中に分解すべきものは分解してし

まった残りの結果で，生体内の分布とは異ると思われま

す。

質問:上回国寛(京大・医・医化〕

1) TPI， BヨA，Ca++を混ぜる順序を変えるとどうな

りますか。

2) Ca++イオンの特異性は。他の二価陽イオンでは。

一価陽イオンでイオン強度を同じにしても沈澱は出来ま

せんか。

3) Lys.の効果が TPIと結合する為に solubleにす

るのであれば， Polylysineを入れればやはり可溶可する

と思をれますが，そんな実験は。

答え:

1) 水溶液中では順序を変えることによる相違を見出

し得ませんでした。しかしクロロホノレム， メタノー

ノレ，水よりなる 2層系では混ぜる類序を変えると界面に

集る TPIの量が明瞭にちがし、ます。

2) Ca++に異的と云えます。 Mg++による複合体は

Ca++の場合より沈澱量が少なL、。又高濃度K+はCa+十，

TPI，蛋白複合体を可溶性にします。

3) まだしていませんが， polylysineも lysineと同

じ効果をもっと予想されます。

37.肝に新しいガングリオシドを蓄積する全身性ガン

ゲリオシドーシスについて

阿部敏明，飯田静夫，

山川民夫〔東大・医・生化〕

岡田良甫(国立小児病院・小児〉

Generalized Gangliosidosisの患者では，脳やその他の

臓器に，モノシアロガングリオシドが蓄積する事が報告

されており，中性糖脂質の分画についても正常には微量

にしか存在しない糖脂質の増量が報告されてL、る。私達

は，国立小児病院において，ニーマンピック病と診断さ

れた患者の新鮮脳組織及びその他の臓器の脂質分析を試

みた。脳のガングリオシド分析で，モノシアロガングリ

オンドの著明な増量が認められた。このガングリオシド

の糖部分p脂酸構成の分析を行ない，従来記載されている

モノシアロガングリオシド (GMI)と同ーのものである

事がわかった。又中性糖の分析では，正常には微量にし

か存在しなL、。 Glycosy¥ceramide，Dihexosy¥ceramide， 

Tvihexosylceramide， Tetvahexosy¥cεramideの存在も認

められた。脳以外の臓器では，肝臓，牌臓で， TL(上で

脳のモノシアロガングリオシドと同じ Rf値を示す物質

の増量と，ヘマトシド型のガングリオシドが梢増量して

いる事が認められた。この悩のモノシアロガングリオシ

ドと同じ Rfをもっ物質の Glc:Gal: NA¥J: NAC-Hexo-

SalTIlneの比は1:2:1:1で，豚到窒丸からの N アセチノレ

ヘキソサミニダーゼを働かせると，ヘキソサミンを遊離

するので，非還元末端に N-アセチノレヘキソサミンをも

っガングリオシドであると思われる。このガングリオン

ドの脂酸構成はC1820が多く，脳のモノシアロガングリオ

シドと似ている。牌臓においてでも肝臓と同様にモノシ

アロガングリオシドの喜平責が認められた。

質問.武富保(信大・医・順応生化)

正常肝に微量認められるガングリオシドが報告された

症例の患者肝で増量することは，やはりガングリオシド

分解酵素の欠損によると考えていいのですか。それと

も，この患者の場合ガングリオンドが異常に生合成され

たとは考えられないのですか。

質問:薮内百治(阪大・医・小児〉

臨床所見について骨変化は如何。電顕はとったか。

(注):この演題では，演者の回答を回収することが出

来ませんでした。
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38. Galactosemiaの脳脂質に関する研究

狩野忠雄，川淵純一

(群大・医・行動研・脳外〉

galactosemiaは血中や尿中に高濃度の galactoseが検

出される以外に，肝硬変，体重減少，白内障，知能障害

等を来たし galactose-1-phosphate uridyltransf巴rase

を欠く疾患であることが判明している。著者らは特に知

能障害に関して，脳の重要な構成分である脂質について

研究を行うべく，実験的に猟の galactosemiaを作製し，

これの生長段階における脳脂質の検索を試みた。母猟を

予め35%galactoseを含む食餌で養い，出産後もこれを

持続し子猟を生後2週で離乳せしめてから，同様に35%

galactose食餌を投与し子猟の生長段階における gala

ctoseの脳脂質への影響を調べた。先ず脳燐脂質分画の

mos巾 1phosphatide含量が少い傾向にあり，これが生後

3週目で目立つことが判明した。 実験法を変えて free

inositol及びlipidbound inositolとして調べても含量の

少いことが確認され，更に polyphosphoinositide(DPI. 

TPI)含量も減少していた。これにより inositol脂質が

mental retardationに関与することが示唆された。次い

で myelinationに重要な cerebroside，sphingomyelinを

調べると，これらの増量が control群に比してかなり遅

れ， myelin形成阻害も知能障害の一つの要因であるこ

とが予想された。食餌中に 1% myoinositolを加え，そ

の治療効果を現在検討中である。

質問ー塚田裕三(慶大・医・生理〕

1) 35%以r:μ<:は変化は全然認められないか。

2) こうL、ぅ動物で学習実験をやったことはありませ

んか。

質問:成瀬浩(国立精神衛生研〕

1) 血中，脳中の galactose，glucose，あるいは関連物

質のレベルは。

2) galactoseを35%より減らしても，脳の galactose

はふえるのではないか。もし，そうだとすると，galactose 

をへらして，よりよい条件で脳の chemicalな実験をや

ったらどうか。

3) Inositolその他の差はせいぜい10%内外にすぎな

い。これからすぐ治療に結びつけた最後のスライドの試

みは，多少問題がある。もっと他の面の代謝変化をチェ

ックすべきではないか。

4) 電顕像は。

質問:大平常元(東北大・医・神経〕

1) 脳重量の変動は，対照群と比較してどうか。

2) 各時期について， どの位の例を行っているのか。

ばらつきはなかったか。

質問:中嶋照夫(阪大・高次研・神経〉

データの差が非常に僅かなので，その差が有意義かど

うかを見るために，水分含量に差があるかどうか，また

dry weight当りにするとどうかとか，いろいろ検討さ

れた上で判断する必要があると思いますがし、かがでしょ

うか。

質問:須藤正克〈京大・医・小児〉

Cerebrosideの測定は如何されましたか。我々の教室

の成績では adultの cerebrosideに対する離乳期の cere-

brosideの比が先生の成績より高値でありましたので，

イ司L、まし7ニ。

39. 凡発硬化症大脳白質の脂質分析

金子善彦，酒井晴忠，田野稔郎

(横浜市大・医・神経〉

汎発硬化症のうち変性型に属する sudanophil leuco-

dystrophy (SLD) と炎症型に属する Schilder病につい

て，各々 4{7uを我々が既に発表した方法によって大脳白

質の脂質分析を行ない cholesterol(total cholesterol， 

cholesterol ester， ester比)，リン脂質，糖脂質につい

て，二つの疾患相互と対照例との比較を行なった。

SLDと Schilder病ともに脱髄の著しい症例では髄鞘

構成脂質である cholesterol， リン脂質， cerebrosidesが

対照例にくらべて著しく減少していた。この結果は Ed-

garら， Gerstlらの結果とほぼ一致している。また，脱

髄のそれ程著しくない症例では， SLDと Schilder病と

の聞に大差はなく，対照例に近い結果を得たが，脱髄の

著しい症例では両疾患群の聞には差がみられた。即ち脂

質の減少の割合は Schilder病では SLDにくらべて著

しく，脂質は約Mになっている。減少している脂質を両

疾患群についてみると， SLDでは脱髄の程度と脂質の

減少とは必ずしも平行していないが， Schilder病では脂

質の減少は脱髄の程度とほぼ平行している。これはSLD

ではより特異的な因子が関与しているのではないかと考

えられる。 cholesterolester比は組織学的検索により脱

髄程が進行している症例で高い値を示しており，従来の

考えを支持している。

質問:佐野勇(阪大・高次研〉

1) ホノレアリン固定した標本と新鮮なものとで差があ

りますか。

2) この研究で，どの点が新しい知見なのでしょう

か。他所での研究はどれ位報告されていますか。

質問:武富保(信大・医・ I1顕応・生化)

SLDや Schilder病の脂質の脂肪酸組成を脱髄の面か

ら検討されていませんか。

追加:横井晋(群大・医・精神〉
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この研究は炎症性と変性型のモれとの間には脱髄とい

う点では一致しているが，炎症と変性の点では全く異る

ものがある。そこに何か差がある筈と考えて始めたが，

結果はきわめて常識的な結果であって，変性についての

手掛りは余り得られなかった。なお， glia五berの脂質

はどの程度合まれているか知っている方があったら教え

て頂きたし、。

40. Lafora病の生化学的研究

大須賀恒夫，二階堂亨，

横井晋(群大・医・精神〉

Lafora (LF)型 Myoclonuse;:lilepsyの LF小体につ

いては，今までに主に組織学及び組織化学的に研究され

てきた。横井らは LF小体を分維して， corm starchに

よく似た polyglucosanであることを報告した。私たち

は LF病の脳及び肝より KOH を用いて polyglucosan

を抽出し正常臓器から抽出した polyglucosan と比較

検索して， LF小体の構築につし、て研究した。

私たちの抽出方法で得られた polyglucosanの収量(単

位:g/100g wet wt.)は，凍結保存の豚肝で 1~2. 5，こ

れ会16日間 Formalin固定すると，約40%減少した。凍

結保存の人肝からは 4.1得られた。 LF病の脳からは凍

結保存では0.08，Formalin固定では 0.03であった。な

お正常人の脳からは凍結保存でも痕跡程変しか得られな

かった。

ヨードによる呈色反応はLF病の脳から得られたpoly-

glucosanは赤紫色を呈し，吸光受曲線は三峰型で410と

480 mμ に頂が見られ，後者の方が高い。他は赤茶褐色

で吸光度曲線はやはり二峰型であるが， 405と455mμに

頂があって前者の方が高い。

硫酸による加水分解では，本研究に用いた総ての po-

Iyglucosanから Glucoseのみを検出した。

赤外線吸収曲線では， LF病の脳より拍出した poly-

glucosanは， starch， Amylose， Amylopectin，人及び

豚の肝より抽出した polyglucosanと非常によく似た曲

線であった。

現在 LF病の polyglucosanの側鎖の長さ， branching 

の状態について検索を進めている。

質問:佐野勇(阪大・高次研〉

1) 結論としていforabody は polyglucosanという

ことですか。

2) Lafora bodyの全てがそれで説明出来ますか。

3) 顕微鏡的に何か構造を持っているように見えます

から， homogenなものではないようですが。

4) 他の Organでもふえていますか。

5) 他の Organのは脳のとは違う訳ですね。

の この疾患の尿を研究している人があったように思
いますが，全身疾患だから体液や尿にも変化があっても

よいと考えられます。そう L、う面の研究は。

7) (横井さんに)peripheryの方ですね。

の こういう珍らしい疾患では現在のところホルマリ
ン固定した標本についてしか調べられないのですが，今

後は全面的な横の連絡をとっておいて，患者がなくなっ

たとき直ちに標本を専門家に回せるようにしたいと思ま

すね。

答え:横井晋(群大・医・精神〉

Lafora小体は電顕でみると，大きな小体には Mito-

chondriaその他小器官をふくむ(外側〕が小さな小体や

大型のものの中心部は fine五brilから成立ち， それは

Polyglucosanに共通している。

41.脳発達障害の神経化学的研究 第1報

成瀬浩，永山素男，小松節子，

佐々木正美(国立精研)，

宮本侃治(国立武蔵〉

脳発達障害の多面的研究の第一報として，今回は実験

的仮死分娩ラッテについての実験を中心に報告した。実

験的仮死分娩は，帝王切開後10分間羊膜中に無呼吸状態

におしこれらの動物で、は，成長後も情緒不安定，学習

能力の低下を示し，順天堂大室伏博士によると，神経細

胞の変性あいは未熟のの所見が見られぬ。この様な動物

を対象として，まず脳解糖呼吸系代謝の分析を行った。

この為に新しく考案した方法で，脳内Citrate，Sucunate 

Malateのガスクロによる微量定量及び放射能測定を行

い， 同時に脳内 glucose，Lactate，アミノ酸の定量と放

射能測定を行った。まず正常発達時の値を正確に知るた

め，生出直後， 3日目， 7日目， 14日目， 40目のラッテ

に l'C-glucoseを注射し15分後固定。出生直後呼吸系中

間物質の濃度および比放射能は，既に 3日目と同程度で

ある。成長と共に，解糖呼吸系中間物質濃度は減少し

比放射能は14日目， 40日目で急激なと昇を示す。

仮死分娩動物では，呼吸凋始後15~30分において，著

明な Lactateの増量， glucoseの減少があり，比放射能

は， glucoseが上昇， Lactat巴，呼吸系中間物質 gluta-

mate， glutamineで減少している。しかし14日目， 40日

目では，正常と大差ない。

次に高分子物質分析の第一歩として，蛋白質代謝を測

定。 l'C-L-Leucineを腹腔内投与し 5分， 10分， 20分，

40分， 60分で，脳遊離及び蛋白結合 Leucineの比放射

能を測定し， Reiner式により half-lifeを算出した。実

験的仮死分娩ラッテでは，生後3日目， 7日目で，正常

の倍に近い half-lifeの延長が認められた。
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質問・高坂睦年(岡山・医・精神〉

羊膜を破って取出した仔を育てるのはどんな風にして

いますか。

質問佐野勇(阪大・高次研)

今後，この研究はどのような所までやる予定ですか。

質問:高垣玄吉郎(慶大・医・生理〉

第2表で物質濃度を mg.protein当りであらわしてお

られるが，血中濃度との関係はどうですか。例えば，血

糖値は発育とともに動くのでしょうか。 wetweight当

りにすると血糖値はどの位になりますか。

質問・高橋康夫(新大・脳研〕

Protein代謝の halflifeは adultでどの位でしょうか。

42.神経組織に於けるアセチJ[..コリンと TCAサイク

J[..関連物質の代謝

中村陸郎(東大・医・精神〕

Sze-Chuh Cheng (N.Y. State Res. 

Inst. for Neurochem. & Drug Addiction) 

我々は神経組織に大量に存在する glutamate(glu)が

TCAサイクルの逆反応により 2同→citrate(cit)→aeetyl

CoAの系路によりアセチノレコリン (Ach)の precursor

となり得る可能性を想定し， glu-5-14Cを用いて J4Cの

Achへの取り込みを lobsternerveを用いて観察したが，

殆ど取り込みは見られなかった。一方 lobsternerveで

は acet-2-14C，pyr-2-J4C及び cit-1，5-14CからJ4Cの

Achへの取り込みが見られ，特に acet-2からの取り込

みが顕著であった。今回我々は Achの合成及び蓄積の

強いことが知られてし、るラットの脳の線条体切片を用い

同様の実験を行うと共に， TCAサイクノレの関連物質と

して cit，glu，日spartate(asp)及び glutamine(gln)を選

び，之等の物質の代謝についても検討を行った。 lobster

nerveにおけると同様 glu-5からは Achへは極めて僅

かなJ4Cの取り込みが見られたに過ぎなかったが，pyrす

から著しく旺盛な 14Cの Achへの取り込みが見出され

た。 aC討すからの取り込みは非常に僅かで， cit-l. 5か

らは全く取り込みが見られなかった。種々の radisactive 

な基質からの Achや種々の代謝物質の比活性の比較検

討の結果，神経組織におし、て少くともに二種類以上の

acetyl CoA及び CO2固定反応の compartmentが存在

することを示唆する所見を得た。 又 acet-2，cit-l. 5或

いは NaH14C03の使用により脳切片でも glnの比活性

が gluのそれよりも著しく高くなることを観察した。

質問 高垣玄吉郎〔慶大・医・生理〉

2つの compartmen tsの実体として 2つの TCAcycles 

を考えるには， 2つの種類のミトコンドリアを想定する

のでしょうか。それは別々の種類の細胞中にあると考え

るのでしょうか。それらを支持する dataが発表されて

いますか。

質問野口鉄也〔慶大・医・生理〕

表6の実験を Striatum以外の部位の slice で行った

場合の結果は。

質問.塚田裕三(慶大・医・生理〉

脳組織の metabolismをみておられる人々が従来の代

謝図で説明されない時に， Compartmentation (Columia 

学派〉と云われるが， この Conceptは細胞内での話なの

か，細胞種を異にするものでの代謝系なのか。もう少し

実体のある形で話が進められないであろうか。

質問.成瀬浩(国立精研〉

1) 切片では，炭酸ガス固定がごく少いという今迄の

dataがあるがどうか。

2) Compartmentationの問題を考える場合に Rose

がやった， neuron-rich fractionと glia-richfractionで

の， gluの metabolicpatternの差があるという仕事が

一つの手掛りになるのではないか。また compartment

を考える時には， developmentalに compartmentと，

細胞概造を併て追求することも大切だと思う。

43.脳におけるホルモン代謝

高坂睦年，菊井茂，長尾亮司(岡大・医・神経〕

黒田正清，野田昌子，西崎美佐子，

金行孝雄(岡山県立短大・食物〉

吉田俊彦，本森良治(岡大・医・産婦〉

脳におけるホノレモン代謝の中で Testosterone(T)代謝

について行なった実験成績である。脳はウィスター系ラ

ット全脳， ヒト脳は左前頭葉の一部，いずれも10%燐酸

パップァーホモジネート，及びラット脳の Subcellular

umtsについて 4C1LT， Cold Testosterone， Cofactor， 

Nicotinamideを加え， 370C， 60分間， 5 %C02 メジウ

ムでインクベートし，加えたTからの代謝物質とその転

換率を計算した。 Tからの代謝産物は，Testosteroneよ

り lesspolarのものにo，LAndrostene-dion(o，LA)と

Dihydroxytesωsterone(DiーOH-T)がある。この 2物質を

一緒にしてTからの転換率をみると，ラット脳で2.46%，

ヒト脳で2.29%である。 Testosteroneより morepolar 

に11-0H-Etiocholanoloneその他の物質が予想される

が，未確定である。 Sulヲcellularunitsでは，上清分画と

Mt分画で代謝率が大きL、。 Tofranil，Chlorpromazine， 

Aleviatinなどの薬剤をラット腹腔内に 14日間投与した

脳では Tofranilは代謝酵素の活性を高め Ale、TIatlll
は抑制し Chlorpromazineは不変であった。脳がテス

トテロンを代謝することは重要である。

質問・加藤隆ー(国立衛試・薬理〉
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脳内におけるステロイドホノレモンの代謝の生理的意義 2) 代謝物のBlood-BrainBarrierの透過性はどの程

の評価の為に次の 2点について回答をお願いします。 度でしょうか。

1) 肝と脳における代謝速度の比はどの程度でしょう (注〉。演題38~43では，演者の回答をほとんど回収で

か。 きませんでした。
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DEVELOPI'O BRAI. 

No. 36 December， 1969 

An exciting conference on the “Biopsychology of D巴velopment"was held at the 

American Museum of Nutural History， November 17-21， 1969. The arrangements were 

made by the Department of Animal Behavior with Drs. Lester R. Aronson， Evelyn Shaw 

and Ethel Tobach forming the committee. The members of the program were Roger 

W. Sperry who spoke on “How a brain gets wire1 for adaptive function" an::l C.H. Wa-

ddington on “Concepts of development". Williamina A. Himwich“Processes of nervous 

system development" ancl Mark R. Rosenzweig on “Effects of environment of brain anrl 

of behavior'¥Paul Delost“Fetal endocrinology and the effect of hormones on develop田

ment" and Jiri Krecek on “The theory of critical developmental periods and postnatal 
development of endocrine functions". Fran'<: A. Beach on “Hormonal factors controlling 

the differentiation， development and display of copulatory behavior in the ramstergig 

and related species" and Daniel S. Lehrman on “Developmental background for the hor-
monal induction of reproductive behavior". Gilbert Gottlieb on “Ontogenesis of sensory 

function in birds and mammals" and Viktor Hamburger on “Development of embryonic 

motility". Jay S. Rosenblatt on “Early ontogany of modification with special reference 
to the development of suckling in new ly bom kitt巴ns"，Colin Beer on “Diversity in the 

study of the d巴velopmentof social behavior in animals" an::l Robert A Hinde on “Some 
problems in the study of the development of social behavior". Leon Eisenberg on “Con-

ference recapitulation: phyletic considerations"， William F. Windle on“Origin and early 

development of neural elements in the human brain，" Dale B. Harris on “Thεdevelop-
ment of human behavior: theoretical considerations for future research". A feature of 

the meeting was an evening session open to th巴 publicat which Herbert G. Birch， 

Margaret Mead and B. F. Skinner spoke. The proceedings of the meeting will be 

published by Acade町 icPress. 
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This will be the last issu巴 ofDEVELOPING BRAIN newsletter as such. In the 

future it will be published by the Society of Developmental Psychobiology. Dr. Delbert 

D. Thiessen， Depertment of Psychology， Mezes Hall 211， University of Texas， 

Austin Texas 78712. "，ill be the editor. As the editor of DEVELOPING BLAIN news-

letter 1 have enjoyed my associations and contacts with many of you and your kind com-

ments about newsletter. 1 feel that a dev巴lopmentalsociety is the proper publisher and 

that it will eventually have a much wider circulation than it has had in the past. 1 

would like to take this opportunity to thank all of you who hav巴 h巴lpedin th巴 prepa-

ration of this newsletter and look forward to your continuing interest in it 

WILLIAMINA A HIMWICH， PH.D. 
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〔雑報〕

機関誌「神経化学」について

のアンケート集計結果

昭和44年10月の日本神経化学会総会の議にもとづき，

下記の如きアンケートを全会員に発送しました。アンケ

ートの集計結果は次の如くです。

アンケー卜

1. ①機関誌は何らかの形で存続すべきである。

②財政的に困難ならば必ずしも発行の必要はな

L 、。

2. ①機関誌の印刷を従来通り製薬会社に依頼して

よL、。

②通常会費をもって可能な程度の機関誌とすべ

きであるo

3. ① 機関誌の内容として，最も必要とお考えのも

のから順位をつけて下さし、。

原著論文総説神経化学文献タイトノレ

実験技術紹介寄書(従来のデンドライト欄〉

ニュース・学界雑報新刊書書評 その他(お考

えのものを書き下さい)

②機関誌について，最も希望されることを簡単

に書いて下さい。

4. 年の発行回数につき，最も適当とお考えのもの

lつにOをつけ下さし、。

年6回 年 4因 不定期(学会事務ニュー

集計結果

1) 発送数 630 

2) 解答数 208。

スおよび学界雑報を必要

な都度発行〉

解答率=33.0%

解答

1. 1 機関誌は何らかの形で存続すべきであ 175 

総説 38 71 22 

神経化学文献タイトノレ 29 21 50 

実験技術紹介 2 29 48 

寄書(従来のデンドライト欄)1 3 37 

ニュース・学界雑報 13 16 9 

新刊書書評 1 2 2 

その他 2 

4. 年の発行回数につき，最も適当とお考えのもの

1つにOをつけて下さい。

年6回 61

年 4回 110

不定期 30 

(学会事務ニュースおよび学界雑報を必要な都

度発行〉

(注〕目質問 3①の解答として，順位をつけられたもの

のうち， 3位までを集計した。原著論文を(1)と

し，総説を(2)とし，神経化学文献タイトルを(3)

としたものが，最多数で為ることが明瞭です。

日本神経化学会昭和初年

第 1回理事会議事録

昭和45年2月 7日於東京

出席者塚田裕三(理事長〕

平野修助，柿本泰男，黒川正則，

永田 豊，成瀬 浩，佐野 勇，

佐武 明，高垣玄吉郎，山川氏夫，

吉田 博

高坂睦年(監事・会長〉

欠席者早石 修，川北幸男，台 弘，

高橋 良，江副 勉(監事)

1 日本神経化学会会則改正の件

日本神経化学会会則のうち，従来の会長制度を廃して

る。 各地区における会員の民主的運営に委ねる世話人制度を

2 財政的に困難ならば必ずしも発行の必 28 採用し，世話人会が年一回の研究発表会の世話をするこ

要はなL、。 とにした。よって下記の如く会則を改正し，次回総会に

2. 機関誌の印刷を従来通り製薬会社に依 ‘80 はかることにした。今年度は岡山大学高坂睦年氏が会長

頼してよい。(世話人代表)となり岡山地区で世話人会をもつことと

2 通常会費をもって可能な程度の機関誌 117 なった。

とすべきである。 2. r神経化学」誌の件
3. 1 機関誌の内容として，最も必要とお考えのも 神経化学誌に関するアンケートの集計(別掲)が事務局

のから順位をつけて下さL、。 から報告された。

1位 2位 3位* 集計結果をめぐって種々議論が交されたが，今後印刷

原著論文 97 25 15 費を如何にまかなうかに討論が集中した。アンケートの
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結果からみると神経化学誌は持続すべきであるという意

見が圧倒的多数であり，機関誌の内要については原著・

綜説・文献タイトノレを希望する向きが多く， この線にそ

って継続するとするとかなりの印刷費を見込まなければ

ならないことになる。

しかしアンケートの結果は今後は会費をもって機関

誌の発行をまかなうべきであるとL、う意見が優位であ

り，この点を尊重すれば従来どうりの機関誌を継続する

ことは不可能である。この点をめぐって理事会で各種の

議論が交され，学会という性格からして今後は会費をも

って印刷をまかなうこととするという意見が多数をしめ

た。これに関連して賛助会費の徴収の是非についても議

論が交されこの問題は将来に持ちこすこととした。今後

会費のみをもって印刷費をまかなうとすれば， どの程度

の機関誌が作製可能かを会費や投稿料値上げも含めて事

務局で検討することとした。

(注〉 従来の機関誌印刷費は年6回で概算，計200万

円程度と見込まれる。

3. 昭和45年度日本神経化学会開催運営の件

第13回日本神経化学会は会期を昭和45年10月16日(金〕

17日(土〉の両日と定め，岡山市天満屋百貨后内葦川会館

(収容人員約400名〉において研究発表会を行うこととし

た，学会運営に当っては岡山地区の高坂睦年， 大月三

郎，渡辺昌裕，更井啓介，小田琢三の 5氏が世話人とな

り， うち高坂陸年氏が世話人代表に選出された。

尚，前夜祭を今年度もおこなうこととし，テーマの選

定，企画等については世話人会に一任することとした。

4. 第13回日本神経化学会演題募集要項は昨年度と同

様作製し，応募演題の取捨選択については理事会および

特に理事会が委嘱した専門委員がフ。ログラム編成にあた

ることとしfこ。

プログラム編成専門委員候補として下記の方々の名前

があげられた。

石川 背次(東大・医・脳研)

大塚正徳(東医歯大・薬理〕

横井 晋(群大・医・神経〉

多国 啓也(東北大・医・小児〕

植村慶一(東邦大・医・生理〉

西塚泰美(神戸大・医・生化〉

林 浩平(群大・医・生化〕

田崎義昭(東邦大・医・内科〉

飯田静夫(東大・医・生化〉

前回 (阪大・医・解剖〕

東京における第12回総会の討論結果をふまえ次回のプ

ログラム編成に関して討議した結果従来通り理事および

専門委員よりなるプログラム編成委員会をもうけて行う

ことが確認されたo 専門委員は出来るだけ広い分野から

参加顧うこととした。プログラム編成の基本方針は従来

の学会の方針通りに行うことが再確認された。但し今後

は不採用の場合には著者がプログラム編成委員会に再審

請求をし得るものとした。

日本神経化学会会則改正の要点

2月 7日の理事会で可決された改正案の要点は次のご

とくです。

1) 会則第4章役員，評議員および職員のうち，会長

を規定している条項を除く。

2) 第5章会議のうちに次の条項を加える。

「通常総会および研究発表会の担当機関は理事会に

おいて指定する。

2. 当該機関に所属する会員は研究発表会の開催に

関し世話人会を組織する。世話人の互選により世

話人代表 l名を指名する。

3. 世話人代表はその年度中理事となる。」

3) 通常総会は理事長が招集し，世話人代表が議長と

なることとする。

第13回 日本神経化学会演題募集

会長(世話人代表):高坂陸年(岡山大・脳代謝研〉

日時;昭和45年10月16日(金〉・ 17日(土)

会場〔岡山市):烹m会館〔岡山市天満昼百貨庖内〉
下記により，第13回 日本神経化学会の演題を公募い

たします。今回は一般演題のみとし，ンンボジウムは行

いません。公募講演は，現在進行中の研究の予報，新し

い技術の紹介，あるいは症例報告的な発表をも期待して

広く神経化学の研究報告を募集致します。

尚10月15日(木〉前夜祭討論会を行う予定ですo

C応募要項〕

演題，演者名，抄録を次の規定に従って 7月31日(金〕

までに学会事務局に必着するよう提出して下さL、。

(1) 演題申込者は本学会会員に限ります。

(2) 応募を予定される方はなるべく早日に事務局に原

稿用紙および記載方法の解説を要求して下さい。抄

録集は写真印刷にしますので，必ず所定の原稿用紙

に所定の方法で書いて下さい。

(3) 抄録には，予め講演内容を知らせ討論が活発に行

われる様にするため，さらにスライドの使用をでき

るだけ少くするため，実験の方法，成績，考察を詳

しく記載し，図表および文献を含めて所定の原稿用

紙で8枚以内(約 6，000字以内〉のものを提出して下

さい。印刷の都合上写真は遠慮して下さい。

(4) 抄録にそえて 1枚以内の要約を同時に提出して下

さし、。
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〔編集後記】

(5) 演題申込の際，講演の希望時間 (5分， 10分〉を 慶応大学医学部生理学教室内

記載して下さい。討論時聞はし、づれも10分です。 TEL 353-12U(内線2613)，

(6) 演題申込み多数の場合の取捨選択方法は理事会に 振替・東京 23232

お任せ下さL、。プログラム編成は理事会の委嘱する 演題申込の方で会員でない方は，入会の手続きがお願

委員会で行います。討論の対象として不適当と思わ いします(入会申込には入会申込用紙に所定事項を記入

れるもの，抄録が不完全で内容の不明確なもの，お して事務局迄お送り下さい〕。会費〔年額1，500円〕は振替

よび所定の方法に従わないものは，ご遠慮、願うこと により送金して下さい。

があります。

プログラム決定後は直ちにご連絡致します。な 寄舎の予約， 1人 1泊につき 1，000円の予約金を付

お，抄録集は機関誌〔神経化学〕の別冊号として発行 して，直接に下記に申込んで下さい。

し9月下旬にお送りします〔実費をいただきます〉。 岡山市駅前町ト1-17 ~ 700 

抄録集を希望の向きは 9月15日までに申込んで下さ 日本交通公社岡山営業所

第13回日本神経化学会係

連絡先 日本神経化学事務局 TEL(0862)23-1888，24-8644 

~160 東京都新宿区信濃町

|編集後記卜一一一一…一

.本誌に関する「アンケート」の集計結果がまとまり Lろ多すぎる位，総説がのっています。このような事

ました(別掲参照〉。多数の会員各位から御返事が来ま 情のもとで，この学会の機関誌にこれらを求めるの

した。 33%の回収率は，この種のアンケートとして は，どうも理解ができません。従来，発行が不規則で

は，よいほうだそうです。ところで，結果は極めて明 会員各位にご迷惑をかけていた理由の一部は，原著の

瞭です。まず学会機関誌はつづけたほうがよいとする 応募が少ない，総説をお願いしても十分な原稿料が差

ものが大多数です。会員数600名ほどの学会で機関誌 上げられない，ことでありました。まして，会費だけ

をまがりなりにもつづけて行く方法が問題になりま によって機関誌の経理をまかなうとなると，ますます

す。従来のようなやり方で印刷製本の費用を製薬会社 むづかしくなります。

に仰ぐことには批判的な意見のほうが多いようです。.従来の文献タイトノレの楠が，少しも速報でなくて，

このことによって，学会の活動がゆがめられるという 役に立たなくなったことも事実です。この機関誌が最

事は従来もなかったのですが，従来のやり方を続けて 初に出来た頃は，各研究機関の図書室が不備であり，

も悪くないとする意見もかなりあります。理事会にお 重要な神経化学文献を見逃がすことがあるから，それ

いても，議論が沸騰しました。しかし，現時点では， をおき、なう意味で，文献タイトル欄の要求があったも

製薬会社の援助をまたない方向で，機関誌の発行を検 のと恩われます。ところが，今日では，商業的な文献

討することになりました。 速報誌もふえて来ましたし，各研究機関の図書室も充

.機関誌の内容についての，アンケートの結果は，統 実して来ました。従って，この欄の方針も再考を要し

一的には理解しにくいようです。原著，綜説，文献速 ます。

報，実験技術紹介の順に，多数のかたが希望しておら 園学会機関誌としては，年一回の学会抄録集を出すこ

れることが明らかです。会費だけでまかなう機関誌 と，学会における質問討論の記録を残すこと，その他

で，原著や綜説をのせるようにすることは絶対と言つ の事務的連絡，などは必要なことであり，それらは従

てよい程不可能です。本誌は過去数年，原著の応募と 来通りつつeけて行くことに致します。

総説執筆を会員各位におねがいして来ました。現在の .この号で，第8巻を終ります。第 9巻からは，上記

日本の医学界で，原著発表誌はむしろすでに多すぎる の事情によって，年4回発行で，新しい企画のもとに，

位です。神経化学関係についても，商業学術雑誌にむ すすめて行くことになります。(高垣〉
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日本神経化学会会則〔昭和41年10月8日制定〉

第 1章総 貝Ij

第 1条本会は日本神経化学会 (TheJapanese Neuro-

chemical Society)とL、う。

第2条 本会の事数所を東京都新宿区信濃町35番地慶応

義塾大学医学部生理学教室内におく。

第3条 本会は理事会の議決を経て必要の地に支部をお

くことができる。

第 2章 目的および事業

第4条 本会は会員の研究発表，知識の交換ならびに会

員相互間および国内外の関連機関との連絡提携の場と

して神経化学ならびに関連預域の発展を促しもって学

術文化の進歩に寄与することを目的とする。

第5条前条の目的を達成するために次の事業を行な

1 研究発表および講演会の開催

2. 会誌，研究報告および資料の刊行

3. 国内外の関連機関との連絡および協力

4. その他目的を達するために必要な事業

第3章会 員

第6条本会の会員は次のとおりとする。

1 正会員;神経化学に関する学識または経験を有

するもので本会の目的に賛同し 会費年額1，500

円を納める者。

2. 名誉会員.本会に特に加労のあった正会員(外国

人は正会員であることを要しない〉のうちから総

会の議決をもって推薦する者。ただし名誉会員は

会費を納めることを必要としなL、。

3 団体会員:本会の目的に賛同し会費年額1，500円

を納める団体(図書額を含む)

4. 賛助会員・本会の事業を後援し，会費年額10，000

円以上を納める者または団体

5. 学生会員:大学またはこれに準ずる学校(大学院

を含まず)に在籍し，神経化学に関係ある学科を

修める学生であって，本会の目的に賛同し会費年

額 1，000円を納める者。

第 7条 会員になろうとする者は正会員の推薦により細

則に示す様式に従い会費を添えて入会申込書を事務局

に提出し理事長の承認を受けなければならなL、。

第8条 会員は毎年聞かれる研究発表会に演題の申込み

をすることができる。

第9条会員は本会は刊行する機関誌「神経化学」およ

び図書の優先的配付を受けることが出来る。

第10条会員は第6条に規定する会費を納入しなければ

ならなL、。

第11条 会員は次の事由によって資格を哀失する。

1.退会

2. 死亡

3. 除名

第12条会員で退会しようとするものは，退会届を提出

しなければならなL、。

第13条会員が次の各号のーに該当するときは，理事会

の議決を経て除名される。

1. 会費を滞納したとき

2. 本会の名誉を傷つけ，また会員としての義務に反

したとき

第14条 既納の会費は，いかなる理由があってもこれを

返還しなし、。

第 4章役員，評議員および職員

第15条本会に次の役員をおく

理事 15名

監事 2名

会長 1名

第16条理事および監事は細則の定める方法に従って正

会員から選出する。理事は互選で理事長 1名，常務理

事 1名を定める。

第17条理事長は本会の業務を総理し，本会を代表す

る。

2. 常務理事は理事長を補佐し理事会の決議に基つ守

き日常の業務に従事し，総会の決議した事項を処

理する。

3. 常務理事は理事長事故のあるときはその職務を代

行する。

第18条理事は，理事会を組織し，会則に定めるものの

ほか，本会の総会の権限に属せしめられた事項以外の

事項を議決し執行する。

第19条 監事は民法第59条に準じてその職務を行なう。

第20条 会長は理事会が毎年一回会員中から選定し理事

長が委嘱する。

第21条会長はその年度の研究発表会を主宰し，通常総

会の議長となる。

第22条会長はその任期中理事となるo

第23条本会の役員の任期は 2年とし再任を妨げなL、。
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2. 補欠による役員の任期は，前任者または現任者の 1 事業計画および収支予算についての事項

残任期間とする。 2. 事業報告および収支決算についての事項

3. 役員は，その任期満了後でも後任者が就任するま 3. その他理事会において必要と認めた事項

ごは，なおその職務を行なう。 第34条総会は，会員現在数の十分の一以上出席しなけ

4 役員は本会の役員としてふさわしくない行為のあ ればその議事を開き議決することが出来なL、。ただし

った場合，または特別の事情のある場合には，そ 当該議事につき委任状を提出したものは出席者とみな

の任期中であっても総会および理事会の議決によ す。

り，理事長がこれを解任することができる。 第35条総会の議事は出席者の過半数をもって決L，可

第24条本会に評議員をおく。 否同数のときは議長の決するところによる。

2. 議評員の定数は30名乃至70名とする。 第36条 総会の議事の要項および議決した事項は会員に

3. 評議員は正会員中から総会において選任する 通知する。

4. 理事はその任期中は評議員となる。 第37条 評議員会は随時理事長が招集する。

第25条 評議員には第23条の規定を準用する。 評議員会の議長は理事長がこれに当る。

第26条評議員は評議員会を組織し本会の運営上の重 第38条評議員会は評議員現在数の五分の一以上出席し

要事項について理事会の諮問に応ずるものとする なければ会議を聞くことが出来ない。ただし委任状を

第27条本会の事務を処理するため職員をおく。 提出したものは出席者とみなす。

2. 職員は理事長が任免し理事会の承認をうける。 第39条 総会，理事会および評議員会の議事録は議長が

3. 職員は有給とすることが出来る。 作成し理事長が保管するo

第 5章会 議 第6章会 計

第28条理事会は毎年二回理事長が招集する。ただし理 第40条本会の事業逐行に要する費用は，会費，事業に

事長が必要と認めた場合，成いは理事現在数の三分の 伴う収入をもって支弁する。

一以上から会議の目的たる事項を示して請求のあった 第41条本会の収支決算は毎年会計度終了後理事長が作

ときは，理事長は臨時理事会を招集しなければならな 成し，監事の意見をつけ理事会および総会の承認を受

けなければならない。

第29条理事会は理事現在数の五分の三以上出席しなけ 第42条本会の会計年度は毎年9月1日に始まり B月31

れば議事を開き議決することは出来ない，ただし委任 日迄とする。

状を提出したものは出席者とみなす。

2 理事会の議事は理事会の過半数をもって決し，可否

同数のときは議長の決するところによる。

第30条 通常総会は毎年一回研究発表会の際，会長が招

集する。

2. 臨時総会は理事会または監事が必要と認めたと

き，いつでも招集することができる。

第31条通常総会の議長は会長とし，臨時総会の議長は

会議のつど会員の互選で定める。

第32条 総会の招集は少なくとも10日以前にその会議す

ベき事項， 日時および場所を記載した書面または会誌

第7章会則の変更

第43条 この会則は理事会および総会においておのおの

三分の三以上の賛成決議を経て変更することが出来

るo

第8章補 則

第44条 この会則施行についての細則は，理事会および

総会の議決を経て別に定める。

第9章付 貝リ

の広告をもって通知する。 第45条 新総会発足以前の役員，評議員は現神経化学懇

第33条次の事項は，通常総会に提出しその承認を受け 話会常任委員及び委員により代行される。

なければならなL、。 第46条 現会員はそのまま本会の会員とする。
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日本神経化学会細貝IJ(昭和41年10月制定〉

第1章会 ロ

貝

第 1条 本会に会員として入会を希望する者は入会申込

書に次のことがらを記入して事務局に提出Lなければ

ならなL、。

1. 姓名(ローマ字読み方付〉生年月日

2. 推薦者氏名印

3. 最終出身校，学科名および卒業年次，ただし学生

会員は入学年月と卒業または終了予定年月，を記

入しなければならなL、。

4 勤務先とその所在地および勤務先での地位

5. 会員の現在所ならびに連絡先住所

6. 専門分野，専攻科名

第 2章役員，評議員

第2条理事定数15名のうち12名は第3条及び第4条に

定める方法に従い，会員の直接選挙により選出する。

残り 3名は評議員会の議を経て委嘱する。

第3条 理事の選挙に当って選挙管理委員会を設け理事

長が委嘱する。選挙管理委員会は理事選挙要項に従い

事務局の所在地で選挙事務を行う。

第4条 理事選挙要項は下記の如くする。

1. 選挙管理委員会は事前に会員名簿を作成して「神

経化学」に掲載する。理事の選挙権及び被選挙権

は投票締切日の 6カ月以前に正会員となったもの

に限る。

4. 投票は選挙管理委員会の定める投票用紙をもって

行い無記名 5名以内の連記とする。

5. 投票は原則として郵送をもって行う。

6. 当選者は得票数の多い上位から12名を決定する。

同票の場合は年令順とする。但し各領域，各研究

者層の意見が反映される様，専門別を考慮して次

の規定を設ける。基礎(医・理・薬を含む〉臨床

各5名が含まれる得票数上位より決定する。

7. 当選者が辞退し，又は欠員を生じた場合は理事会

の承認を得て専門別を考慮して次点者より繰り上げ

る。

8. 開票は選挙管理委員が会員の中から委嘱した立会

人のもとに行う。ただし会員は誰でも開票に立会

うことが出来る。

第5条理事長，常務理事は理事会の互選により決め

る。

第6条 評議員は次の方法により選出するo

理事会は正会員から推薦された評議員候補者について

審査を行L、適格者は総会において選任される。評議員

の推薦にあたっては，研究歴満5年以上のもので地域

別，専門別について考慮される

第7条 監事の選出については理事会が理事以外の正会

員の中から候補者を選び総会の承認を経て理事長が委

嘱する。

第3章事 業

2. 正会員で選挙事務に異議あるものは投票締切日の 第8条 機~誌「神経化学」の編集委員は理事会の承認

10日前までに選挙管理委員会に申し出なければな を得て理事長より委嘱する。

らない。 第9条機関志の英文名は rBulletinof the Japanese 

3 選挙管理委員会は正会員 2名以上の推薦の2らった Neurochemical Society Jとする o

正会員，および評議員をもって理事候補者名簿を 第10条本会の目的を達成するため理事会が必要と認め

作成し会員に配布し，投票の資料とする。 た時会員の中から専門委員を委嘱することがある。
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昭和45年2月末日現在〈アノレフアベット順〉簿名員会

新潟市旭町

東京都板橋区 3-2-1
ン403(自宅〕

新宿区信濃町

仙台市荒巻西山 3の1(自宅〉

新宿区信濃町

大阪府豊中市本町 1の4(自宅〉

千葉市亥鼻町3の3

弘前市根良町2

小平市小川町2620

弘前市相良町 2

世田谷区若林3の5の8

大阪市北区常安町

大阪市東成区森町南 1の26

久留米市西町897の2(自宅)

札幌市南一条西16丁目

大田区大森

仙台市北4番丁85

前橋市昭和町

京都市左京区吉田近衛町

新宿区柏木

大阪市東区道修町3の12

東京都杉並区成宗lの286

大阪市北区常安町

文京区本郷

堺市三園近町 1の5(自宅〉

大田区大森

先絡連属

新潟大・脳研

東大・医・小児科

所会員番号

196 

652 

子

明

名

(A) 

部幸

部敏

氏

阿

阿 ときわ第一マンショ

協和駿酵若林寮

春美荘(自宅〉

慶大・医・医化学

宮城県立名取病院

憲大・医・内科

阪市大・医・神経

千葉大・医・神経

弘前大・医・神経

国立武蔵療養所

弘前大・医・神経

協和醗酵

阪大・医.m解剖
大阪府立公・衛・研

久留米大・医・脳疾患研

札幌医大・内科

東邦大・医・神経

東北大・医・小児科

群大・医・精神

京大・医・脳外科

東京医大・小児科

塩野義製薬

慶大・医・神経

阪大・医・ I薬理

東大・医・中尾内科

大阪府立中宮病院
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96 
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武田薬品研究所

東北大・医・小児科

京大・医・医化

岡山大・医・神経

東大・理・生物化学

上山病院

岩手医大・神経

都立松沢病院

214 

392 

848 

556 

619 

184 

823 

896 

31 

男

邦

三

重

亘

司

夫

睦

安

葵

剛

己

郎

賢

男

秦

裕

爺

次

允

雄

徳

留

界

禎

宏

豊

雄

波

茂

哲

尚

雅

世

輝

富

武

正

博

三

〉

丈

〕

祐

信

〉

武

〉

B

C

D

E

 

f
t
、
〆
『
、
、

f
‘、

r
k

達

沢

沢

埴

松

浜

元

野

山

川
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川
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木
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留
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川
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尾

津

東

葉

田

口

松

上

安
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相

赤

赤

秋

秋

秋

秋

天

安

安

安

新

荒

荒

荒

有

有

浅

麻

朝
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粟
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夫

広

和

板

千
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安
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五郎

勉

夫

口
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(F) 
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江

江

遠

江

山口県宇部市小串山口医大.n外科
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福間誠之

福島禎三

福島幸雄

福島稔明

福山幸夫

船渡川 誠一郎

古野完二

古沢善文

(G) 

藤文

藤

(H) 

場令

閏

賀

原

原

日

中

田

先

京都市左京区浄土寺南田町14の1(自宅〕

舞鶴市行水

神戸市須磨区須磨寺町2の8 (自宅〕

久留米市旭町

新宿区河田町

新宿区弁天町

和歌山市九番丁九

新潟市旭町

絡

大阪医大・解剖 大阪府高槻市大学町

熊本大・医・精神 熊本市黒髪町下立国444(自宅〉

札幌医大・神経 札幌市南一条商五丁目

札幌鉄道病院・神経 札幌市北三条東一丁目

神戸大・医・ I外科 神戸市生田区楠町

慈恵医大・神経 港区西新橋

京大・医・医化学 京都市左京区吉田近衛町

名市大・薬・薬品作用 名古屋市瑞穂区田辺通3の1

Psychiatrische Klink der Universitat Ber!in， 1 Berlin， Ulmenal1ee. 
Deutschland. 

京府医大・岸外科

国立舞鶴病院・神経科

神戸医大・神経

久留米大・医・神経

東京女子医大・小児科

神経研究所・晴和病院

和医大・小児科

新潟大・脳研

連属所会員番号

24 

563 

385 

445 

724 

532 

767 

610 

63 

540 

688 

177 

818 

193 

233 

683 

敏

介

清

雄

義

子

仁

臣

雄

名

康

英

繁

忠

慶

英

哲

氏

家

田

四

回

田

沢

沢

田

田

藤

藤

藤

藤

藤

深

藤

福

福

新宿区信濃町

文京区本駒込1丁目13-4(自宅〉

慶大・医・相沢内科

東大・医・上田内科

179 

78 男

平

後

後

青梅市東青梅 4丁目16

杉並区阿左谷南3丁目10番18号(自宅〉

文京区本郷

大阪市東区平野町 3の35

千葉市亥鼻町313

新宿区信濃町

神大阪市阿倍野区旭町 1の61

京都市左京区吉田上大路町11(自宅〉

新宿区東大久保

新潟市旭町

新宿区信濃町

文京区本郷

新宿区信濃町

新潟市旭町

大阪市北区常安町

大阪市東成区森町南1の76

世田谷区深沢2の1の1

新宿区柏木

新宿区東大久保

大阪市北区常安町

大阪市福島区堂島浜通り

文京区本郷

津市栄町 1丁目

青梅市立総合病院・神経

日本医大・精神科

東大・理・生化学

吉富製薬KK・開発第一課

千葉大・医・薬理

慶大・医・内科

阪市大・医・神経精神

京大・医・脳外科

東京医大図書館

新潟大・医・外科

慶大・病院管理

順天大・医・薬理

慶大・医・内科

新潟大・脳研

阪大・医・ I解剖

大阪府立・公衛研

都立大・理・化学科

東医大病院・神経

東医大・脳外科

阪大・医・薬理

阪大・医・精神

東大・医・脳外科

三重県立大・医・精神
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先

石

絡

京都市左京区吉田近衛町

前橋市昭和町

東京都府中市武蔵台 2の9の2

弘前市相良町

福岡市大字堅粕

文京区本郷

東京都東村山市野口町2の1815

大阪市東淀川区13西之町 4の54

名古屋市和和区鶴舞町

姫路市北条986(自宅〕

岡山市鹿田町

大阪府高槻市芥川町3丁目395の3(自宅〕

新潟市旭町

大阪府守口市文園町

大田区大森

西宮市枝川町 3番120の105(自宅〉

東京都小平市小川東町2620

名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄

大阪市東淀川区加島町一

岡山市鹿田町

札幌市南一条西16丁目
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大阪府高槻市土本町10の15 三好方(自宅〉

新潟市旭町2の5251の1(自宅〕
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37 

646 

832 

102 

661 

145 

289 

335 

621 

790 

97 

n
y
a
q
r
D
 

A

T

O

J

に
d

ヴ

t

k

u

779 

657 

92 

558 

313 

772 

836 

32 

681 

586 

修

平

行

進

文

夫

啓

義

漸

徹

彦

子

寛

助

雄

踏

郎

博

幸

修

繁

夫

治

章

佑

広

明

士

口

彦

雄

美

輝

奈

名

信

義

真

正

英

光

政

秀
静
主
ロ

修

昭

四

正

考

弘

浩

直

氏

村

岩

野

野

田

山

田

見

秋

田

城

庄

間

間

庶

部

口

谷

谷

間

目

見

野

高比

早

林

林

林

挟

飯

辺

日

日

東

東

東

平

平

平

平

平

久

人

帆

本

本

本

本

木

本

堀

堀

細

細

徐

弘前市相良町

福岡市大字奈多1264のB雁の巣病院

京都市左京区吉田近衛町

大阪市福島区堂島浜通

京都市左京区吉田近衛町

福岡県筑紫郡太宰府町五条

文京区本郷

大阪市阿倍野区旭町

弘前大・医・神経精神

九大・医・精神

京大・医.Il生理

阪大・医・精神

京大・医・医化学

福岡県立太宰府病院

東大・医・脳神経内科

阪市大・医・精神科

793 

437 

164 

696 

865 

639 

343 

527 

129 

潤

和

則

新

也

弘

朗

(1) 

子

正

精

哲

昭

亥

f1f 
木

木

丸

山

田

形

)lf 

世古口内科

金沢市宝町

仙台市長町5丁目13番 1号

仙台市北 4番丁85

三重県津市堀川町

金沢大・医・癌研

東北大・脳疾患研

東北大・医・精神医学

三重県立大・外科

-228ー

52 

804 

390 

807 

子

碩

治

二

慈

国

尚

雄

田

島

島

田

市

市

出

井

井

飯

飯

飯

池

市



先

池

今

今

今

今

稲

稲

猪

猪

井

井

井

井

井

乾

入

石

石

石

石

石

石

石

石

野沢寮

石井勲方〈自宅〉

車各

長崎市坂本町 7

京都市左京区吉田近衛町

福井県武生市山松町12の1

大阪市北区常安町

大阪市福島区堂島浜通

文京区湯島

文京区本郷

新宿区信濃町

横浜市南区浦舟町

京都市左京区吉田近衛町

横浜市南区浦舟町

世田谷区野沢 1の12の7

熊本市本荘町

小金井市貫井北町 4の1の1

大阪市福島区堂島浜通

北区浮間 1の3の32

大阪市城東区西田島野 3の234

大阪市北区常安町

仙台市北四番丁85

文京区本郷

世田谷上北沢2の1の1

熊本市本荘町

文京区本郷

港区白金台 2の5の16

堺市翁橋町 1の9の14

前橋市昭和町

神戸市生田区楠町 7丁目

世田谷区上用賀4丁目37番 6号

仙台市長町大通西39の1

新宿区信濃町

札幌市北12条西5丁目

堺市新在家町東 1の 1(自宅〉

福岡市堅粕

仙台市北四番丁85

札幌市北15条西 7丁目

和歌山市九番丁九

久留米市旭町

豊中市力根山6の5

大阪府高槻市大学町

連属

長崎大・医・精神

京大・医・脳神経外科

武生精神病院

阪大・医・薬理

阪大・医・高次研

東京医歯大・脳神経外科

東大・医・精神

慶大・医・精神

横浜市大・医・神経

京大・医・生理

横浜市大・医・神経

協和醸酵

熊本大・医・神経

東京学芸大・生物

阪大付属病院・精神神経

杏林化学研究所

阪大病院.1I内科

阪大・医・薬理

東北大・医・精神医学

順天大・医・脳神経外科

都立松沢病院

熊本大・医・法医

東大・医・生化学

日大病院・皮膚科

大阪市立小児保健センター I内科

群大・医・精神神経

神戸医大・眼科

競争馬理化学研

東北大・脳疾患研

慶大・医・神経科

北大・医・精神

阪市大・医・神経

九大・医.1I内科

東北大・医・神経精神

北大・薬・薬効

和医大・神経

久留米大・医・精神

阪大・薬・薬理

大阪医大.1I解剖

所会員番号

167 

867 

904 

742 

710 

803 

629 

519 

584 

886 

446 

845 

319 

608 

151 

530 

899 

805 

860 

69l 

838 

8 

325 

119 

819 

426 

630 

444 

240 

290 

534 

787 

711 

745 

425 

555 

654 

744 

宏

国

男

治

夫

穣

博

二

正

章

義

五

日

越

勤

正

勉

武

甫

厚

三

毅

満

次

重

亥

ち

正

子

哉

斉

寛

彦

夫

夫

男

司

洋

郎

哉

喜

太

哲

世

靖

辰

多

省

平

勝

名

輝

安

礼

信

勝

謙

丈

芳

晋

幸

回
目

い

義

宏

克

氏

永

井

井

泉

岡

葉

村

股

瀬

上

上

上

上

上

倉

部

田

井

井

井

井

川

川

色

見

山

橋

原

藤

藤

藤

東

淵

本

本

下

回

田

十五

諌

板

板

伊

伊

伊

伊

岩

岩

岩

岩

岩

山

石

大阪市福島区堂島浜通

名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄

阪大・医・外科

名市大・医・神経

731 

105 

( J ) 

内 伝之助

野佳也

(河〉

友

陣

福

三重県津市栄町三重県立大・ I外科

-229-

716 

796 雄鏡



神戸市生田区楠町

渋谷区渋谷1の7の8

大阪市福島区堂島浜通

新宿区信濃町

大阪府枚方市中宮

仙台市原町小白原南光沢77

品川区平塚

大阪府八尾市小阪合町 3の60(自宅〉

文京区本郷

大阪市福島区堂島浜通

熊本市本荘町

奈良県檀原市四条町

長崎市文教町 1の14

大阪市福島区堂島浜通

横浜市南区浦舟町

松本市旭町

文京区本郷

岡山市鹿田町・岡山大・医・神経

前橋市昭和町

文京区湯島

三重県一志郡久居町榊京777(自宅〉

京都市上京区河原町広小路

札幌市北12条西5丁目

仙台市北四番丁目

京都市左京区吉田近衛町

文京区本郷

文京区本郷加

新宿区信濃町

文京区本郷

世田谷区上北沢2の 1の 1

秋田市千秋久保田町6の10
.精神

千葉市亥鼻町

品川区旗の台6の14の3

福岡市大字堅粕

群馬県前橋市文京町 3の21の24(自宅〉

京都市左京区吉田近衛町

品川区旗の台 1の5の8

京都市左京区吉田近衛町

岡山市鹿田町

横浜市南区浦舟町

新宿区柏木1の53

大阪市阿倍野区旭町

松本市旭町

大阪市福島区堂島浜通

先

白根和子方(自宅)

絡連属

福戸大・医・ I外科

留学中

阪大・医・高次研

慶大・医・医化学

大阪府立中宮病院

東北薬大・薬品作用

昭和大・医・ E薬理

阪大・医.][薬理

東大・医・小児

阪大・医・神経

熊大・医・法医

奈良県立医大・薬理

長崎大・薬・薬物学

阪大・医・神経

横浜市大・医・神経

信大・医・神経

東大・医・精神

岡山県立短大

群大・医・生化学

東医歯大・神経

三重県立大・精神

京府立医大・生化学

北大・医・脳外科

東北大・医・精神

京大・医・生理

東大・医・産婦

東大・医・神経

慶大・医・内科

東大・医・脳研

都立松沢病院

東北大医附属病院・神経

所会員番号

28 

144 

594 

467 

50 

707 

776 

239 

58 

893 

753 

604 

386 

631 

232 

153 

296 

601 

172 

365 

250 

410 

503 

51 

45 

662 

607 

506 

603 

829 旺

興

男

史

朗

勉

也

雄

彦

彰

穂

洋

郎

彦

也

元

雄

雄

彦

之

明

武

洋

由

三

誠

弘

彦

勝

夫

名

治
宣
口
順

正

尚

仲

征

仁
義
口
直

孝

忠

哲

直

睦

泰

剛

史

大

重

瑞

健

氏

山

斐

本

野

内

山

条

谷

下

沢

田

池

戸

子

子

松

村

行

野

屋

山

葉

葉

倉

岡

藤

藤

藤

藤

藤

藤

蔭

甲

柿

菅

垣

亀

上

福

鴨

金

福

蟹

金

金

金

金

金

金

狩

仮

狩

樫

柏

柏

片

加

加

加

加

加

加

県立中央病院

千葉大・医・神経

国立衛生試験所・薬

九大・医.][内科

群大・医・脳外科

京大・医・生理

昭和大・医.11薬理

京大・医・精神

岡山大・医・神経

横浜市大・医・ E生理

東京医大・神経

大阪市大・医・神経

信大・医.}I頂応研

阪大・医.][外科

833 

203 

733 

208 

:14 

127 

788 

544 

134 

597 

808 

766 

791 

560 

嘉

隆

司馬之助

純

慶

彦

郎

昌

仁

清

澄

詮

男

子

護

正

英

幸

成

正

藤

藤

木

淵

口

原

A
向

井

上

北

北

村

西

加

加

勝

川

川

河

川

河

川

河

川

河

川



先

川

茅

城

木

木

菊

菊

木

木

木

木

木

木

木

木

桐

木

岸

岸

喜

絡

檀原市四条町

米子市西町86

和歌山市九番丁9

大阪府高槻市古合部

京都市左京区田中西高原町14

岡山市鹿田町

千代田区紀尾井町

大阪市阿倍野区旭町

弘前市相良町

新潟市旭町

大阪市阿倍野区旭町

和歌山市九番丁九

富山市奥田 5

神戸市生田区楠町

文京区本郷6の20の5

北区浮間町5の5

仙台市小田原南光沢77

大阪市福島区堂島浜通

名古屋市千種区徳川山町2の42(自宅〉

奈良県北葛城郡香芝町良福寿197の92
(自宅〕

連属

奈良県立医大・ I生理

鳥取大・医・精神神経

和医大・栄研

大阪医大.1I解剖

京大・老年

間大・医・精神

上智大・理工・化

大阪市大・医・生理

弘前大・医・神経

新潟大・脳研

大阪市大・医・精神

和医大・神経

富山大・薬・薬物

神戸医大・ I外科

求道学会

中外製薬

東北薬大・薬品作用

阪大・医-西川内科

名市大・医・精神

近畿大・薬・薬物

所会員番号

800 

679 

740 

347 

550 

722 

826 

566 

578 

552 

295 

726 

236 

644 

573 

351 

871 

824 

5 

司

夫

和

隆

郎

茂

隆

正

英

英

裕子

欣一郎

潔

康

靖

雄吉

滋雄

憲佐

文一郎

鎌

富太郎

名

昭

政

亮

靖

正

氏

嶋

野

戸

原

原

井

野

村

村

村

村

村

村

村

村

淵

血

野

本

多

千葉市矢作町785

熊本市神永町337(自宅〕

大阪市阿倍野区旭町

盛岡市上回

新潟市旭町

中央区日本橋本町 4の7

文区湯島

港区芝白金台町

千代田区紀尾井町

文京区本郷

千葉市亥鼻町

東京都東村山市恩多町 lの748(自宅〉

新宿区弁天町91

大阪府泉北郡高石町北53(自宅〉

本町ピル内

札幌市南22条西14丁目

和歌山市九番了九

松本市旭町

大阪市北区常安町

和歌山県吹田市津雲台3-2-A-16-203
〈自宅〉

千葉大・薬・薬物

熊大・医・神経

阪市大病院・神経

岩手大・農・獣医学科

新潟大・脳外

科研薬化工 'KK

東医歯大・神経

国立公衆衛生院栄養生化学

上智大・理工・化

東大・医・産婦

千葉大・医・薬理

東医歯大・神経

神経研究所

阪市大・医・精神

住所不明(千葉大・医・神経〕

平松病院

和医大病院・小児

信大・医・神経

阪大・蛋白研

和医大・小児

107 

267 

29 

354 

749 

588 

854 

242 

736 
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υ
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554 

55 

493 

587 

雄

民

碩

男

志

夫

206 

378 

311 

507 

417 

晴

隆

龍

障

子

隆

男

佳

司

好野

靖典

義康

貞介

富美子

雅夫

通夫

晴

啓

英

健

克

」

L

川

田

林

林

林

林

林

林

林

林

林

林

林

林

林

玉

片

田

池

井

小

小

小

小

小

小

小

小

児

小

小

小

己

北

清

黄

小

小

小

小

小

松本市旭町

時岡市内丸19の 1

文京区湯島

信大・医・生化学

岩手医大・神経

東医歯大・神経

-231ー

19 

512 

897 

771 

文

明

浩

敏池

泉

治

小

取



先

三重県津市栗真町屋町1574(自宅〉

新潟市旭町

東京都世田谷区松原3の2の10(自宅)

大田区大森

文京区本郷

岡山県倉敷市王島八島4094の 1(自宅〉

岡山市鹿田町

大阪府泉北郡高石町北53(自宅〕

久留米市旭町

文京区湯島

京都市上京区河原町通広小路

東京都国分寺市高木町 3の970(自宅〕

大阪市天王寺区小官町8

北海道砂)11市西六北2

文京区本郷

大阪市東淀川区加島町 1

神戸市生田区楠町

千代田区紀尾井町

和歌山市九番丁九

藤沢市鵠沼松ヶ関 3の3の23(自宅〉

新宿区信濃町35 留学中

文京区本郷

大阪市福島区鷺洲上2の47

京都市左京区吉田近衛町

大阪市北区北扇町38

名右屋市千種区末盛通り 2の11

絡連属

三重県立大・ I外科

新潟大・脳研

国立精神衛生研

東邦大・医・小児

東大・医・脳研生化学

岡大・医・神経

岡大・医・脳代謝研

阪市大・精神

久留米大・医・精神

東医歯大・神経

京府立医大・薬理

東京天使病院

大阪警察病院

浦河赤十字病院

東大・医・薬理

藤沢薬工・研究所

神戸大・医.n生化

上智大・理工・生化

和医大・解剖

国立予防衛生研

慶大・医・生理

東大・医・脳研

塩野義研究所

京大・薬・薬品作用

大阪市立衛研

愛知学院大・歯

所会員番号

810 

536 

703 

502 

237 

124 

569 

856 

647 

720 

36 

587 

394 

770 

99 

551 

30 

504 

147 

579 

450 

508 

754 

70 

470 

668 

名

子

彦

薄

興

年

弘

健

子

次

清

雄

夫

洋

敦

明

助

三

夫

正

則

淳

勇

校

磁

之

裕

節

和

義

沢

睦

好

明

俊

義

福

重

鴻

哲

和

正

一

博

文

島

井

松

宮

宮

野

坂

杉

居

屋

沢

田

藤

谷

谷

田

倉

本

塚

原

川

沢

本

谷

烏

保

小

駒

小

小

小

河

高

小

小

小

小

久

工

熊

熊

熊

公

熊

熊

倉

栗

黒

黒

車

楠

葛

精

氏

神戸市須磨区天神町 4の2の34(自宅〉

文京区本郷

京都市左京区吉田近衛町

港区西新橋

新宿区柏木

東京都世田谷区砧町85(自宅〕

新宿区信濃町

大田区大森

大阪府高槻市大学町

大阪市北区常安町

文京区湯島

名古屋市南区外山町 2の65(自宅〕

新潟市旭町

札幌市南 l条西16丁目

徳島市蔵本町

静岡市小鹿160

和歌山市九番丁九

神戸大・医・医化

東大・医・精神

作京大・医・精神

慈恵医大・医化

東京医科大・外科

目;本医大

慶大・医・神経

東邦大・医・ E生理

大阪医大・神経

阪大・医・ I薬理

東京医歯大・医・生化

社保・中京病院

新大・脳研究所

札幌医大・内科

徳島大・医.n生理

静岡薬科大・生化学

和医大.n生理

-232ー

234 

140 

363 

224 

324 

482 

223 

581 

618 

562 

714 

892 

537 

859 

187 

498 

844 

夫

輝

典

堅

義

広

二

多

宏

男

務

子

之

治

亮

夫

(M) 

秀

幸

正

郁

英

良

友

英

正

恵

博

淳

惟

淵

山

田

野

野

野

沢

原

因

田

井

井

川

本

本

本

本

馬

町

前

牧

牧

丸

舛

松

松

松

松

松

松

松

松

松

松



新宿区信濃町

鹿児島市城山町 7の82

大阪市福島区堂島浜通・阪大附属病院・神経

広島市霞町

大阪府羽曳野市埴生野83の9 (自宅〉

堺市大仙町

三重県津市鳥居町100

北多摩郡村山町中藤276

熊本市本荘町

品川区旗の台

新潟市旭町

新宿区信濃町

兵庫県西宮市枝川町 8番40の505号(自宅〕

中央区銀座2の1

岡山市清永218の4(自宅〉

神戸市生田区楠町

大宮市奈良町849(自宅〉

東京都新宿区市ヶ谷左内町33
シャトー市ヶ谷7F70f (自宅〉

大阪市福島区堂島浜通

東京都小平市小川東町

仙台市米が袋広町29(自宅〉

前橋市昭和町

文京区本郷

新潟市旭町

福岡市丸子字川原28番地

板橋区小茂根町 4の11

新宿医信濃町

名古屋市千種区不老町

新宿区信濃町

大阪市北区常安町

文京区大塚4の15の8

大阪市福島区堂島浜通

新宿区信濃町

大阪府八尾市山本町北2の32(自宅〕

大田区大森

新宿区信濃町

愛媛県周桑郡壬生川町

新宿区市ヶ谷船河原町12

佐賀県神崎郡東脊振村

名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄

京都市左京区吉田近衛町

文京区本郷

世田谷区玉川尾山町128(自宅〕

千葉市宮野木町969(自宅〉

先絡連属

慶大・医・薬理

鹿児島大・医・ I生理

阪大・医・高次研

広島大・歯・口腔解剖学

阪市大・医・ I生理

阪府大・農・家畜薬理

三重県立大・医・ I生理

鶴風会・脳性麻痔研究所

熊本大・医・公衆衛生

昭和大・医・ E薬理

新大・医・脳研

慶大・医・生理

神戸商科大学

三共株式会社製品計画部

岡大・医・神経

神戸医大・ I外科

慶大・医・神経

東京医大・脳外科

所会員番号

626 

729 

310 

149 

103 

747 

706 

195 

888 

746 

634 

903 

798 

698 

780 

752 

471 

名

信

久

夫

郎

四

三

生

丸

夫

民

吉

彦

弥

三

甫

雄

則

郎

太

星

茂

保

征

龍

修

省

純

天

敏

敬

桂

克

隆

惇

克

孝

貞

哲

氏

松本

松本

松岡

松島

松裏

舛本

桝村

松谷

松下

馬屋原

間瀬

御子柴

三尾

光校

光信

光野

三浦

輸

愛日荘〔自宅〉

阪大付属病院・神経

国立武蔵療養所

東北大・医・神経

群大・医・精神

東大・医・脳研

新大・医・脳外科

桜ケ丘病院

精神医学研究所

慶大・医・神経科

名大・理・分子生物

慶大・医・神経

阪大・医.1I外科

日本医大・精神

阪大・医・陣内外科

慶大・医・生理

阪市大・医・神経

東邦大・医・神経

慶大・医・神経

公立周桑病院精神科

東京理科大・薬・生理化学

国立肥前療養所

名市大・医・精神

京大・医・精神科

東大・医・生化学

慈恵大・医化学

日大・理工・薬学

178 

227 

853 

469 

412 

518 

666 

271 

359 

222 

13 

678 

806 

16 

514 

69 

317 

627 

342 

163 

183 

628 

738 

814 

541 

735 

705 

士

治

孝

正

ヌ又
占'L

浩 三

柳太郎

鐘二

隆治

延泰

平太郎

晃

昭)乱

喜久江

浩

温

文

淳

理

彦

介

寛

彬

夫

仁

博

二

衛

英

侃

敬

紀

賢

善

本

本

腰

田

武

沢

塚

口

野

谷

月

上

木

光

屋

井

井

上

上

上

越

宮

宮

宮

宮

宮

宮

三

水

水

水

望

最

茂

森

森

森

森

森

森

守

向

村

村

村

村

村



先絡

弘前市相良町

和歌山市九番T九

静岡市小鹿160

仙台市北四番丁

連属

弘前大・医・神経

和医大・薬理

静岡薬大・薬剤学

東北大・医附属病院・神経

所会員番号

438 

509 

605 

663 

栄

匡

郎

宏

名

幸

氏

村

村

村

武

富士見台団地1の

兵庫県永上郡相原荘

新宿区信濃町

大阪市北区常安町

和歌山市九番丁九

文京区湯島

笠岡市西今立

大阪市福島区堂島浜通

弘前市相良町

新宿区信濃町

大阪府守口市文園町 1

名古屋市千種区末盛通

大阪府枚方市中宮

北多摩郡村山町中藤

国立市富士見台 1の7
12の108(自宅〕

京都市上京区千本通上長者町上ノレ(自宅〉

堺市熊野町 2の2の3(自宅〕

札幌市南8条西26丁目

大田区大森

福岡県築上郡吉富町小祝955

大阪府枚方市中宮

大阪市北区常安町

名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄

岡山市鹿田町

大田区大森

西宮市初園町124の9

神戸市生田区楠町7

文京区本郷

京都市左京区吉田近衛田町

山口県宇都市小串

品川区旗の台

岐阜市司町

大田区大森

東京都世田谷区祖師谷 2の419の20

大田区大森

文京区本郷

港区西新橋

品川区広町

京都市左京区浄土寺南田町153(自宅〉

新潟市旭町

相原荘病院

慶大・医・生理

阪大・医・高次研

和医大・ I生理

東京医歯大・神経

笠岡病院

阪大・医・精神

弘前大・医・小児

慶大・医・生理

関西医科大・薬理

愛知学院大・歯・生化

府立中宮病院

脳性麻薄研

725 

737 

322 

774 

369 

567 

825 

104 

650 

47 

821 

769 

387 

史

子

男

次

子

司

夫

郎

豊

宏

治

敏

子

男

四

敏

盛

〉

道

克

和

音

佳

尭

文

紀

充

俊

正

道

素

N
 

本

野

田

者

浜

井

井

井

尾

尾

島

田

田

田

津

藤

士

口

山

822 

永

永

永

長

長

長

永

永

永

永

永

内

永

永

京大・医・精神

三国丘病院

札幌医大・円山分院

東邦大・医・ E生理

吉宮製薬KK.研究部

大阪府立中宮病院

阪大・医・神経

名市大・医・薬理

岡大・医・神経

東邦大・医・ E生理

田辺製薬中研・臨床薬理

神戸医大・成長研

東大・医・精神

京大・医・医化

山口大・医・医化

昭和大・薬・生物化学

岐阜大・医・精神

東邦大・医・公衆衛生

国立善通寺病院・精神

東邦大・医.n外科

東大・医・内科

慈恵医大・薬理

三共・中研

京大・医・精神

新大・医・外科
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之

子

雄
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久

健

智

二

喜

益

傭
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健

美

照

敏

良

昌

元

和

陸

重

正

泰

益

満

俊

重

喜

男

哉

貢

欽

省

倉

川

井

西

島

嶋

島

島

島

問

村

村

村

村

村

波

根

西

野

尾

尾

山

沢

沢

名

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

難

中

中

中

中

中

中

中

中



先

新宿区信濃町

文京区湯島

東京都目黒区中目黒 3の1001(自宅)

仙台市北番丁85

市川市国府台

前橋市昭和町

滋賀県甲賀郡甲南町深川市場(自宅〉

大田区大森

岡山市鹿田町

文京区本郷

東京都杉並区清水町 1の16の6 (自宅〉

大阪市北区常安町

奈良県大和郡山市小泉町2815(官舎〉

京都市左京区吉田近衛町

和歌山市九番丁九

神戸市生田区楠町

岡山市鹿田町 岡大・医・精神

新宿区信濃町

三重県津市栄町

新宿区信濃町

京都市左京区吉田阿達町

新宿区信濃町

大阪市北区常安町

京都市左京区吉田近衛町

絡連属

慶大・医・神経

東医歯大・総合法医

}I買天大・医・神経

東北大・医・小児

国立精神衛生研

群大・医・神経

京府立医大・臨床検査

東邦大・医・精神

間大・医・神経

東大・医・生化

東京医大

阪大・医・精神

国立療養所松績荘

京大・医・解剖

和医大・生化

神戸大・医・ E生化

岡山県立短大

慶大・医・生理

三重県立大・医・精神

慶大・医・生理

京大・薬・薬理

慶大・医・薬理

阪大・医・高次研

京大・医・医化

所会員番号

勾，
a

戸ヘ
υ

国人

d

戸、
υ

7

7

7

5

 

0
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4
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生
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595 

905 
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4 
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65 
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414 
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2 
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300 

862 
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148 

39 
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名

f亘幸

泰男

博太郎

邦昭

治

享

偉瑳夫

忠雄

淳明

顕治

真

健

次

典

穂

美

子

也

彦

幸

子

篤

作

啓

幸

美

泰

昌

鉄

純

正

靖

昌

忠

正

氏

沢

沢

林

沢

瀬

堂

木

村

宮

村

村

村

沼

野

野

塚

田

口

村

村

村

崎

田

階

中

中

楢

成

成

二

仁

仁

二

西

西

西

西

西

西

西

野

野

野

野

野

野

額

沼

文京区湯島

岡山市鹿田町

仙台市八幡町51(自宅〉

大阪市福島区鷺洲上2の47

東京都新宿区南榎町 2 (自宅〕

弘前市相良町

鳥取県米子市西町86

大阪市北区常安町

新宿区信濃町

品川区東五反田 3の9の22

岡崎市八幡町 lの15

東京都国分寺市並木町 3の32の10(自宅〉

大阪市住吉区駒川町8の9 岡田方(自宅〉

名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄

京都市左京区吉田近衛町

松本市旭町

港区赤坂葵町

岡山県岡山市上伊福中)1[1370の2 (自宅〉

大阪市阿倍野区旭町

東医歯大・薬

岡大・医癌研

東北大・医

塩野義研究所

東大・医・中尾内科

弘前大・医・精神

鳥取大・医・ E生理

阪大・医・薬理

慶大・医・薬理

関東逓信病院・精神

万有製薬・岡崎工場

国立小児病院小児

留学中

名市大・医・神経

京大・医・解剖

信大・医・順応研

虎の門病院

岡山県立短大・食物科

阪市大・医・神経

-235ー

758 

334 

349 

649 

265 

112 

368 

278 

781 

590 

717 

338 

863 

125 

680 

653 

580 

879 

611 

(0) 

彦

三

元

直

晃

平

彦

郎

雄

夫

登

甫

郎

篤

雄

照

雄

子

史

太

佐

良

伸

喜

道

重

美

厚

邦

琢

常

保

光

俊

源

哲

導

幡

田

平

川

原

川

川

国

田

回

目

田

本

野

中

田

村

小

小

大

小

荻

及

及

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

沖

沖

奥



先

岡山市鹿田町

新宿区柏木

京都市左京区吉田近衛町

名古屋市瑞穂区軍水町 1の27(自宅〉

北多摩郡村山町中藤260

福島市渡利八幡町168(自宅〕

札幌市北18条西9丁目

豊島区高田 3丁目

大阪市福島区堂島浜通

前橋市昭和町

新宿区市ヶ谷船河原町

京都市左京区聖護院川原町

神奈川県相模原市沸j野辺906(自宅〕

神戸市生田区楠町

文京区湯島

京都市上京区河原町広小路

川崎市宮崎95 星奈方(自宅〉

岡山市鹿田町

神戸市生田区楠町

福島県いわき市上荒川

名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄町

京都市左京区吉田近衛町

絡連属

岡大・医・精神

東京医大病院・神経

京大・医・医化

名市大・医・精神

東京小児療育病院

福島医大・精神

北大・獣医・家畜薬理

中外製薬・総合研

阪大・医.Il外科

群大・医・精神

東京理科大・薬・薬物学

京大・医・ I外科

佐藤製薬KK・開発

神戸大・医・生化

東医歯大・医・薬理

京府立医大・ I解剖

虎ノ門病院・精神

岡大・医・精神

神戸大・医・ I外科

新田目病院上荒川分院

名市大・医・薬理

京大・医・脳外科

所会員番号

209 

900 

768 

875 

887 

815 

599 

732 

773 

231 

719 

763 

883 

843 

712 

802 

828 

364 

727 

114 

22 

名

士

口

精

子

宏

郎

治

時

巌

美

夫

志

嗣

弘

正

徳

康

雄

郎

正

文

若

恵

代

晴

恒

喜

忠

康

兼

正

長

俊

三

治

嘉

正

和

幸

和

成

氏

奥村

奥村

奥野

小野

小野

尾野

大賀

大石

大楠

大須賀

大田黒

大津

大鹿

大塚

大塚

大塚

大塚

大月

大柳

長内

尾崎

小沢

杉並区和泉4の31の7 (自宅〕

東京都杉並区永福町232(自宅〕

北多摩郡村山町中藤

大阪市北区常安町

板橋区大谷口

横浜市南区浦舟町

神奈川県横須賀市平作町3676(自宅〉

弘前市大字取上字三獄9の3

弘前市大字高崎字岩井80(自宅〉

大阪市北区常安町

大阪市福島区堂島浜通

文京区本郷

大田区大森

岡山市鹿田町

米子市西町

仙台市原町小田原南光沢77

札幌市麻生町 6の801の94(自宅〉

新宿区戸塚町 4の765(自宅〉

新潟市旭町

新宿区柱木

-236ー

東大・理・生物化学

東大・薬・薬品作用

脳性麻痔研

阪大・医・ I薬理

日大・医・薬理

横浜市大病院

留学中

留学中

弘前精神病院

弘前大・医・精神

阪大・医・精神

阪大・医.Il内科

東大・医・脳外科

東邦大・医・ E内科

岡大・医・神経

鳥取大・医・神経

東北薬大・薬品作用

市立札幌病院

国立精神衛生研

新大・脳研

東京医大病院・神経

109 

764 

326 

841 

272 

739 

256 

868 

143 

60 

264 

520 

570 

625 

126 

505 

73 

786 

424 

54 

111 

285 

Cs) 

郁

喜

章

晴

正

哲

薫

洋

子

八

二

忠

雄

彦

高

倣

勇

馨

司

昇

典

介

崇

啓

健

高

正

侍

光

美

明

男

圭

郷

藤

藤

藤

藤

井

井

本

田

国

野

野

野

野

宮

井

木

木

木

武

藤
々

々

々

西

斉

斉

斉

斉

酒

酒

坂

桜

桜

佐

佐

佐

佐

三

更

佐

佐

佐

佐

佐



大田区大森

習志野市大久保町 4の113

神奈川県大磯町西小磯418(自宅〕

文京区本郷

大田区大森

奈良県北葛城郡香芝町五位堂176(自宅〕

京都市左京区吉田下阿達町

千葉市亥鼻町

京都市左京区吉田近衛町

福岡県築上郡吉富町吉富製薬
皇后石社宅78号(社宅〕

豊中市服部本町 1の2の28(自宅〉

新宿区東大久保

大阪府八尾市小阪合町 2の 2 (自宅〉

大田区大森

弘前市相良町

文京区湯島

北九州市小倉区米町10丁目(自宅〉

大阪府豊中市刃根山6の 5

大阪府吹田市千里口2H1の10(自宅〉

埼玉県大宮市指扇2655(自宅〕

新宿区東大久保

大阪市北区常安町

新宿区柏木

千葉市亥鼻町

前橋市昭和町

大阪市福島区堂島浜通

新宿区東大久保

新潟市旭町

札幌市北14条西5丁目

東京都北区志茂 3の31

京都市左京区吉国近衛町

大田区大森

広島市的場町 1の7の20(自宅〉

京都市左京区下鴨多倉町84の29(自宅〉

大田区大森

新宿区信濃町

大阪市北区常安町

文京区本郷 4丁目37番10号
小島ビソレ内(自宅〉

先

佐藤

佐藤

佐藤

佐藤

鮫島

沢井

瀬川

仙波

瀬田

瀬戸口

絡連属

東邦大・医.Il外科

千葉大・腐敗研

慈恵医大・古閑内科

東大・医・脳外科

東邦大・医・ E生理

阪大・医・陣内外科

京大・薬・薬品作用

千葉大・医・脳研

京大・医・脳外科

吉富製薬

所会員番号

813 

480 

596 

665 

559 

695 

901 

299 

487 

673 

名

克之

哲男

陽一郎

修

寛次

愛次郎

富郎

恒雄

喜一郎

通英

氏

阪大・理・化学科

東京医大・神経

近畿大・薬物学

東邦大・医・ E生理

弘前大・医・神経

東医歯大・神経

七楽医院

阪大・薬・薬理

阪医科大・ E解剖

東大・医・中尾内科

東京医大・生化

阪大・医.1II解剖

東京医大・神経

千葉大・医・神経

群大・医・精神

阪大・医・神経

東京医大・小児

新大・脳研・神経内科

北大・医・精神

日本化薬・王子製薬工場

京大・医・ E生理

東邦大病院・粟津外科

十河病院

京大・医・生理

東邦大・医・ E生理

慶大・医・生理

阪大・蛋白研

東大・医・神経

866 

212 

523 

676 

436 

902 

393 

667 

723 

709 

93 

434 

830 

216 

277 

226 

297 

715 

812 

765 

624 

750 

201 

481 

420 

585 

756 

535 

哲夫

農武夫

邦治

家門

玖次

治男

醇

弘

久

彦

雄

孝

夫

郎

郎

俊
一一一

宗

順

俊

宏

松

揚

吉

彦

夫

大

博

勝

夫

彦

己

雄

忠

真

幸

順

茂

良

温

栄

孝

紀

治

五

茂

田

回

国

木

谷

楽

見

回

目

薗

津

水

水

水

水

水

条

銅

崎

戸

河

町

馬

田

田

田

芝

柴

柴

柴

渋

渋

七

倉

島

鳥

島

島

清

清

清

清

清

下

真

篠

塩

也

ハ

十

反

相

須

須

須

千代田区紀尾井町

京都市左京区聖護院

和歌山市九番丁9

文京区本郷

熊本市本荘町

上智大・理工・生化

京大病院・小児

和歌山医大・ I生理

東大・医・脳神経内科

熊本大・医・精神

-237ー

857 

811 

670 

890 

637 

四

克

司

夫

郎

忠

正

秀

藤

藤

野

田

吉

須

須

菅

杉

住



先

砂

諏

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

絡

品川区広町 1の2の58

札幌市北12条西五丁目

神戸市生田区楠町

新宿区東大久保

留学中

文京区本郷

札幌市北13条西五丁目

岡山市鹿田町

目黒区桁ノ木坂1の27の10(自宅〉

大田区大森

新潟市旭町

連属

三共(株〕中央研究所

北大・医・精神

神戸医大・薬理

東京医大・神経

東大・医・小児

東大・医・小児

北大・医・精神

岡大・医・神経

東京女子医大・小児

東邦大・医.n内科

新潟大・医・精神

所会員番号

873 

501 

547 

478 

95 

870 

192 

388 

211 

572 

俊

望

明

貯

彦

樹

隆

夫

之

子

二

名

有

一歩一・
t、

邦

昌

常

義

玲

雄

氏

)11 

訪

木

木

木

木

木

木

木

木

木

仙台市北四番丁八五

前橋市昭和町

品川区東五反田 5の9の22

大阪市北区常安町

新宿区信濃町

京都市左京区吉田下阿達町

熊本市本荘

熊本県荒尾市万国475の1

熊本市本荘町

長崎市坂本町7のl

新潟市旭町

大阪市北区常安町

東京都世田谷区玉川瀬田町450(自宅〕

文京区湯島

前橋市昭和町

" 

京都市左京区聖護院川原町

仙台市長町

盛岡市中央通 1の3の27

千葉県習志野市谷津町 5の1118(自宅〉

京都市左京区吉田下阿達町34

文京区湯島

岩手県ーの関市銅谷町11の25(自宅〉

名古屋市千種区赤坂町 lの56(自宅〉

堺市百舌烏ノ梅町 4の804

大阪市北区常安町

品川区旗の台 1の5のB

福岡市大字堅粕

松本市旭町

東大阪市中小阪447(自宅〉

大阪市福島局区内

-238ー

東北大・医・小児科

群大・医・薬理

関東逓信病院

阪大・歯・生理

摩大・医・生理

京大・薬・薬理

熊大・医・生化

有働病院

熊大・医・法医

長崎大・医・精神

新大・脳研

阪大・医・神経

東大・医・脳外科

東京医歯大・神経

群大・医・神経

群大・医・薬理

群大・医・精神

京大・医・外科 I講座

東北大・医・脳研内科

岩手医大・歯・生理

上智大・化学科事務室

京大・薬・薬理

束医歯大・心研薬理

岩手県立南光病院

名大・環研

阪府大・農・家畜薬理

阪大・医・精神

昭和大・医・ I生理

九大・医・内科

信大・医・ ]1原応研

阪大・医・陣内外科

大日本製薬研究所

616 

850 

762 

419 

880 

88 

252 

636 

600 

53 

898 

194 

360 

730 

(T) 

啓也

作太郎

修治

充

玄吉郎

博司

蛤

ヌじ

桂

康

幸

公

ミ

清

介

玲

秀

貞

弘

直

邦

昭

良

夫

彦

明

サ

339 

228 

485 

282 

789 

889 

34 

632 

651 

759 

403 

748 

46 

761 

291 

41 

671 

479 

751 

佐

子

成

夫

夫

正

哉

介

次

雄

志

冬

恭

保

司

彦

勝

敬

嘉

回
首
千
司

問

所

橡

田

垣

木

木

木

浜

橋

橋

橋

倉

沢

野

野

野

三

瀬

下

杉

塚

田

柳

原

野

貞

重

下

富

内

山

見

多

田

岡

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

官

同

高

高

高

高

官

同

高

高

高

武

高

竹

竹

武

武

竹

武

竹

武



新潟市旭町

岩手県ーの関市真柴矢の白沢56の19

熊本市本荘町

文京区湯島

仙台市北四番丁85

大阪市福島区堂島浜通

大阪市

新潟市旭町

横浜市南区浦舟町 4の57

札幌市北十四条西五丁目

大阪市東区平野町 3の35

新宿区信濃町35

大田区大森

静岡県清水市魚町 8 寺尾方(自宅〕

熊本市城内二の丸町(自宅〕

大田区大森

新宿区信濃町

国分寺市日吉町 lの5の6(自宅)

愛知県岡崎市本宿町南中町26(自宅)

大田区大森

文京区湯島

熊本市本荘町

京都市東山区科大宅5反畑町69の8(自宅〕

宇都宮市旭町 1の3426

札幌市南八条西26 札幌医大・円山分院

日野市南平1533の91(白宅〉

和歌山市九番丁9

京都市左京区吉田近衛町

堺市百舌烏陵南町 lの179(自宅〉

三重県津市栄町

新宿区信濃町

徳島市庄町 1の78

新宿区信濃町

先

井

中

中

中

中

日

向

村

野

尾

坂

沢

崎

尾

岡

張

永

岡

田

居

絡

/! 

連属

新大・脳研・神経化学

岩手県立南光病院

熊大・医・ I生理

東医歯大・薬

東北大・医・神経

阪大・医・高次研

阪大・医・病院・神経

新潟大・医・脳外科

横浜市大・医・神経

北大・医・精神

吉富製薬

慶大・医・相沢内科

東邦大・医・ E内科

東大・医・中尾内科

熊大・医・神経

東邦大・医・ E生理

慶大・医・薬理

日本医大・精神

所会員番号

669 

225 

伝
U

巧

t

qυ

に
d

1
i

弓，

a

641 

582 

3 

513 

462 

549 

64 

495 

74 

21 

380 

777 

330 

701 

洋

善立

育郎

百合子

正英

和覧

弘

東邦大・医・]生理

東京医歯大・神経

熊本大・医・法医

京府立医大・ I外科

済生会宇都宮病院・脳外科

札幌医大・神経

東京医歯大・神経

和医大・生化学
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「神経化学」投稿規定

1 神経化学領域の研究報告論文(原著)の投稿をうけ

つける。神径系の化学的研究に直接貢献する論文を

うけつけるほか，臨床報告・短告をも含めて広く神

経系の化学に関連の深い論文を歓迎する。

2. 投稿論文の著者はすべて「日本神経化学会」の会員

でなければならない。

3. 投稿する原著論文は，他誌に掲載されずまた提載予

定でないものに限る。

4.投稿論文の送り先:

東京都新宿区信濃町35(郵便番号160)

慶応大学医学部生理学教室内

日本神経化学会事務局宛

5.掲載件および別刷持:掲載料は論文の刷り上り 4頁

(400字詰京稿用紙約15枚に相当〉まで無料としそれ

以上は著者負担とする。この無料の頁数には，図-

表・文献のスペースを含むものとする。なお，第 1

報，第 2報の如く分割して投稿する場合は，編集委

員会の判断にもとづき，第 2報以下は超過したもの

とみなし著者負担とすることがある。

別刷は50部を単位としてその倍数の申しこみをう

けつける。別刷は全部有料(実費〉とする。

6. 投稿論文の採否は編集委員会が決定する。受理した

論文の体裁がこの規定に従わない部分は編集委員会

において訂正することがある。

7 投稿論文は簡潔な日本語(京則として，常Jf漢字・

現代かなっ羽山、〕でおって， 400字詰ま稿用紙に槽

書横書としたものでなければならなL、。

8. 論文の構成(緒言，方法，結果，考察，総括，文献

など〉は京著論文としての慣例に従うことが望まし

い。総括(結論〉は論文の最初に花載し， [(0字以

内のものとする O

9 表題・著者名・所属には英文・ローマ字書きをそえ

7、。

10 図および表:図および表は本文と別の用紙に書き，

本文中にその提載位置を明記する。図〔および写真〉

の説明はさらに別の用紙に証載し図の京稿〔あLい

は写真〕に付する O 図の原稿は墨で浄書す之ことが

望ましいが，縮小率などの関係から編集委員会でト

レースし直すことがある。表および図〔写真を含む〕

の組版代などの実費は著者負担とする。

11.文献:参照文訣は本文中には著者名・年号を括孤に

入れて示し，本文の最後に一括して著者の ABC順

に記載する。文献記載の方法は].Neurochem.の

規定に準拠する。

12.用語および略語:物実名および生化学圧語(単位な

ど〕の記載ならびに略語の使用は，原則として

Bi∞hem. Jーの規定に準拠する。薬剤名，慣沼の略
語を用いるときは，その最初に用いられるところに

脚註として説明を加える。

編集委員 (ABC順)

石川晋次

成瀬 浩

高橋康夫

柿本泰男

西塚泰美

塚田裕三

高坂睦年

高垣玄吉郎

宇尾野公義

黒川正則

高橋 良

吉田 博

昭和45年 6月25日 印刷

昭和45年 6月初日 発行

編集者

編集所

印刷・製本

発行所

定価 1部 300円
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(代表〉塚田 裕一

東京都新宿区信濃町 35番地

慶応義塾大学医学部生望学教室内

日本神経化学会

大和製!坂

東京都文京区本駒込 1-15-12
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